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１９１９年（大正 8 年）〔15 歳〕

１
９
１
９
年
（
大
正
8
年
）〔
15
歳
〕

「
辰
雄
日
誌 

１
９
１
９
」
No.
５　
（
２
）

─
─
１
９
１
9
年
1
月
1
日
～
11
月
７
日
─
─

小
池
辰
雄

高
等
師
範
（
現
筑
波
大
学
）
附
属
中
学
校　
4
年
生

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
１
日
（
水
）

曇
、
風
強
し
。
四
方
拝
。
起
床
６
時
半
、
９
時
よ
り
講
堂
に
て
式
あ
り
。
終
え
て
森
本
先
生
、
古
川
先
生
、

石
黒
先
生
の
家
に
行
き
、
そ
れ
よ
り
８
、９
軒
廻
わ
り
て
帰
る
。
朝
日
新
聞
の
大
絵
付
録
「
朝
の
晴
雪
」
元

日
方
に
富
士
山
傍
よ
り
日
の
出
で
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
表
わ
し
た
る
も
の
気
に
入
り
て
壁
上
に
掲
ぐ
。
午

後
２
時
頃
よ
り
急
に
風
木
の
枝
を
鳴
ら
し
土
砂
を
巻
き
上
ぐ
。
青
木
、吉
原
の
両
家
へ
参
る
。
就
寝
８
時
半
。

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
２
日
（
木
）
～
１
月
22
日
（
水
）

ズ
ベ
ル
。

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
23
日
（
木
）

快
晴
。
今
日
は
そ
う
寒
く
な
い
の
で
外
套
を
着
て
行
か
な
か
っ
た
。
文
法
の
時
間
（
用
言
と
助
詞
と
の
接

続
そ
の
２
）
の
所
を
習
う
。
を
、
が
、
に
、
は
動
詞
・
助
動
詞
・
形
容
詞
の
連
体
段
に
添
い
て
条
件
の
下
に

起
こ
る
べ
き
事
実
の
一
致
せ
ざ
る
を
示
す
。
の
所
を
読
み
、
森
本
先
生
、

「
こ
の
本
は
な
か
な
か
よ
く
出
来
て
い
る
。（
ち
ょ
っ
と
笑
っ
て
）
そ
ん
な
こ
と
を
見
て
、
こ
の
本

を
選
ん
だ
ん
じ
ゃ
ぁ
な
い
ん
だ
ぜ
（
大
い
に
笑
わ
れ
る
）」

僕
等
は
先
生
が
言
わ
れ
る
前
、
放
笑
し
た
。
を
、
が
、
に
、
こ
う
書
い
て
あ
る
と
な
お
面
白
い
。

英
語
は
、Dictation

〔
書
き
取
り
〕
を
し
た
。
漢
文
の
時
間
も
な
か
な
か
面
白
か
っ
た
。
帰
宅
し
て
、
き

な
こ
餅
を
三
つ
食
べ
、
青
森
辺
の
林
檎
を
二
つ
か
じ
っ
た
。
炬
燵
に
あ
た
っ
て
新
聞
を
読
ん
で
い
る
中
に

眠
く
な
っ
て
20
分
程
眠
っ
た
。

夜
、
青
木
の
喬
さ
ん
が
２
、３
日
前
、
風
邪
で
そ
れ
が
重
く
な
っ
て
危
篤
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
う

か
が
っ
て
大
い
に
驚
い
た
。
最
後
の
注
射
に
巧
あ
っ
て
、
漸
次
回
復
さ
れ
て
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
甚

だ
安
心
し
た
。
又
ス
ペ
イ
ン
風
邪
〔
註
：
一
般
的
に
１
９
１
８
年
か
ら
１
９
２
０
年
に
か
け
全
世
界
的
に
大
流
行

し
た
〕
が
襲
来
し
た
様
で
あ
る
。

訓
言
。
意
志
薄
弱
な
れ
ば
事
な
ら
ず
。

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
24
日
（
金
）

快
晴
。
今
日
の
英
語
の
時
間
は
最
初
の
英
語
の
教
生
の
先
生
の
最
後
の
時
間
で
あ
る
。
先
生
は
自
分
の
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１９１９年（大正 8 年）〔15 歳〕

教
え
て
行
く
上
の
参
考
に
す
る
と
言
わ
れ
て
、
僕
等
に
批
評
を
書
か
せ
た
。
今
日
は
、The Little M

atch-
Girl

〔
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
〕
の
章
を
全
部
終
わ
ら
せ
た
。
実
に
可
哀
そ
う
な
話
で
あ
っ
た
。

作
文
は
「
対
校
競
技
の
利
害
」
と
い
う
題
、
ち
ょ
っ
と
し
た
論
文
で
あ
る
。
一
枚
半
程
書
い
た
。
今
日

は
又
寝
た
（
帰
宅
し
て
）。
夜
の
７
時
か
ら
９
時
ま
で
「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」
と
い
う
書
（
ウ
イ
ダ
と
い
う

英
国
に
生
し
た
佛
蘭
西
人
の
著
し
た
も
の
。
著
者
の
名
声
世
に
嘖さく
さ
く々と
あ
り
。
著
者
の
小
説
中
の
傑
作
な
り
。
世
の

弱
き
も
の
、
貧
し
き
も
の
、
蔑
げ
ら
れ
た
る
も
の
に
濺そそ
ぐ
著
者
の
熱
血
は
凝
っ
て
此
の
一
篇
と
成
る
。
其
の
小
冊
子

を
以
て
能
く
『
世
界
最
良
図
書
百
巻
』
の
一
に
数
え
ら
れ
る
る
も
尚
に
故
な
き
に
非
ざ
る
な
り
、
と
い
う
こ
と
は
し

が
き
の
一
部
に
あ
り
た
り
）
を
読
ん
だ
。
二
度
目
で
あ
る
。
実
に
僕
は
こ
の
書
を
好
む
。
貧
者
に
大
い
に
同

情
す
る
。
話
は
悲
哀
の
あ
る
、
又
麗
し
い
も
の
で
あ
る
。
教
訓
も
受
け
た
。
有
益
な
書
で
あ
る
。
清
と
い

う
子
供
の
人
物
を
大
い
に
褒
め
る
。
何
べ
ん
読
ん
で
も
あ
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
深
く
あ
じ
わ
う
こ
と

が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
25
日
（
土
）

雨
天
。
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
け
て
い
た
。
寒
稽
古
は
今
日
は
切
り
か
え
し
で
失
敬
し
て
お
い
た
。
一
人

の
人
と
三
度
会
釈
し
て
三
度
切
り
か
え
し
て
、
三
本
と
つ
け
た
。
雪
も
ち
ょ
っ
と
降
っ
た
が
、
す
ぐ
歇
ん

で
又
雨
ば
か
り
降
り
つ
づ
け
だ
し
た
。
家
へ
か
え
る
と
、
気
が
伸
ん
び
り
し
て
、
昼
食
に
40
分
か
か
っ
た
。

さ
す
が
眠
た
く
な
っ
て
、
炬
燵
に
眠
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
眼
が
覚
め
て
時
計
の
針
を
見
れ
ば
、
短
針
が

３
時
す
こ
し
す
ぎ
た
と
こ
、長
針
が
20
分
の
と
こ
ろ
を
指
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
す
こ
し
予
定
が
く
る
っ
た
。

す
こ
し
ど
こ
ろ
か
随
分
く
る
っ
た
。
夜
に
ト
ラ
ン
プ
に
勝
っ
て
、
テ
ン
プ
ラ
を
食
べ
た
。
非
常
に
う
ま
か
っ

た
。
そ
の
頃
は
空
に
は
白
雲
が
密
閉
し
て
所
々
の
隙
か
ら
遠
い
星
の
輝
々
と
眼
ば
た
き
し
て
居
る
の
が
見

え
た
。
雨
は
一
つ
ぶ
も
降
っ
て
こ
な
く
、
白
雲
に
雨
あ
る
や
と
見
る
も
、
綿
の
如
く
水
気
な
き
が
如
く
見

え
た
。
新
し
い
足あ
し
だ駄

を
長
持
の
側
に
置
い
て
寝
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
26
日
（
日
）

晴
天
。
５
時
10
分
前
！　
突
如
と
し
て
闇
を
裂
い
て
ヂ
リ
ヂ
リ
ヂ
リ
ヂ
リ
と
目
覚
時
計
。
狼
狽
と
悲
観
の

思
い
で
、
時
計
の
鳴
る
の
を
止
め
た
。
や
っ
と
安
心
し
た
が
起
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
思
い
切
っ
て
電

灯
を
ひ
ね
っ
た
。
軈や
が
て
新
し
い
足
駄
を
履
い
て
門
を
出
た
。
実
に
よ
く
晴
れ
き
っ
て
い
た
。
九
天
に
は
和か

氏し

の
璧へ
き

で
も
く
だ
い
た
様
に
清
き
星
が
一
面
に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
。
か
ね
て
す
こ
し
星
座
を
覚
え
て
居
た

僕
は
、
即
ち
天
文
学
者
み
た
い
に
、
や
ぁ
あ
れ
がM

ilky-way

、
あ
れ
がCassiopeia

、
あ
れ
がPolaris

、

あ
れ
がUrsa-m

ajor

、
あ
れ
がUrsa-m

inor

等
と
、
即
ち
星
座
を
見
出
だ
し
て
心
に
思
っ
て
い
た
。
道
が

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
て
足
駄
な
の
で
時
々
転
び
様
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
又
滑
べ
る
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に

ぬ
か
っ
た
道
が
そ
の
ま
ま
凍
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
足
駄
の
音
が
非
常
に
よ
く
響
く
。
後
か
ら
も
相
応
じ

て
響
き
出
し
た
。
後
で
見
る
と
、
早
川
さ
ん
（
５
年
の
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
途
中
、
牛
乳
配
達

夫
と
一
匹
の
犬
に
遭
っ
た
き
り
時
々
犬
の
咆
哮
す
る
声
の
遠
く
に
響
く
の
を
耳
に
す
る
ば
か
り
。
今
日
は
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何
う
し
て
だ
か
、
同
級
生
が
少
な
か
っ
た
。

６
時
40
分
、道
場
を
出
づ
、広
瀬
と
共
に
帰
っ
た
。
８
時
半
ま
で
一
人
で
茶
の
間
の
こ
た
つ
に
あ
た
っ
て
、

『
シ
ャ
ロ
ッ
ク
ホ
ル
ム
ス
』
を
読
み
耽
っ
た
。
実
に
お
も
し
ろ
い
本
で
あ
る
。
シ
ャ
ロ
ッ
ク
ホ
ル
ム
ス
の
頭

脳
も
明
晰
な
こ
と
推
理
の
よ
く
適
中
す
る
こ
と
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
。
普
通
の
夢
の
様
な
活
劇
と

は
ち
が
う
。
午
前
は
代
数
を
や
っ
た
。

士
官
学
校
の
兄
さ
ん
〔
龍
二
〕
が
帰
っ
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
就
寝
10
時
。

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
27
日
（
月
）

曇
天
。
起
床
６
時
半
。
今
日
は
伊
藤
先
生
の
送
別
試
合
及
び
森
本
先
生
の
送
迎
会
あ
り
。
寒
稽
古
は
今

ま
で
は
快
出
席
。Little Lord Fauntleroy
〔
小
公
子
〕
は
相
か
わ
ら
ず
兄
さ
ん
〔
政
美
〕
に
習
っ
て
居
る
。

「
そ
ろ
そ
ろ
し
っ
か
り
勉
強
し
な
い
と
一
高
へ
は
い
れ
な
い
よ
」

と
い
わ
る
。
今
は
教
生
に
な
ら
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
28
日
（
火
）

晴
天
。
大
正
８
年
１
月
28
日
よ
り
第
三
学
期
及
び
学
校
以
外
の
英
書
。
又
は
そ
の
他
の
カ
キ
ト
リ
読
む

に
つ
い
て
予
定
表
を
造
り
、
初
め
長
く
続
行
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
ま
ず
今
日
は
一
週
間
後
ま
で
の
表
を

造
っ
た
。
第
一
日
目
な
る
が
故
に
勿
論
実
行
が
出
来
た
。

《
博
物
（
節
足
動
物
の
分
類
表
）“A H

oliday At a Farm
” 

》

《 “Picture stories for little Folks”, P.S.F.L.F

》

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
29
日
（
水
）

晴
天
。
今
日
は
外
套
を
着
て
行
く
。
剣
道
は
切
り
か
え
し
を
し
て
５
本
と
つ
け
た
。
博
物
の
教
生
は
中
々

面
白
く
て
、
時
間
も
従
っ
て
面
白
い
。
英
語
の
教
生
の
綽
名
は
ア
ン
コ
ウ
と
い
う
の
で
あ
る
。

I took a fish (Anko) at lunch. 

と
い
っ
て
書
か
せ
た
と
き
に
皆
は
哄
笑
し
た
。
後
に
た
く
さ
ん
の
教

生
が
見
て
居
た
そ
の
時
ち
ょ
っ
と
後
を
見
を
通
し
た
ら
へ
ん
な
顔
を
し
て
居
た
。
幾
何
の
教
生
は
あ
ま
り

教
え
方
が
う
ま
く
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
切
線
の
こ
と
を
「
シ
ェ
ツ
線
」
と
い
う
。
又
、
二
等
分
線
の
こ

と
を
「
二
等
分
シ
ェ
ン
」
と
い
う
く
せ
が
あ
っ
て
、
教
生
の
先
生
も
、
癖
で
な
お
ら
な
い
か
ら
笑
わ
な
い

で
く
れ
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
笑
わ
な
く
し
た
。

《
歴
史
（
東
洋
史
近
古
史
、
第
一
蒙
古
の
勃
興
）、P.S.F.L.F

、“Bunny on A H
oliday”

》

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
30
日
（
木
）

雪
。
７
時
、
障
子
を
ガ
ラ
ッ
と
何
の
気
な
し
に
開
け
た
。
こ
は
何
か
に
。
僕
の
目
は
即
ち
覚
め
た
。
そ

は
雪
が
一
面
に
万
象
を
蔽
っ
て
そ
の
清
麗
な
る
白
銀
の
光
が
目
を
驚
か
し
た
の
で
あ
っ
た
。
思
わ
ず
「
雪
」

と
発
し
た
。
三
寸
位
は
確
か
に
積
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
雪
の
い
た
ず
ら
は
中
々
面
白
い
。
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国
語
の
教
生
は
今
日
は
ば
か
に
御
機
嫌
が
悪
い
。
初
め
か
ら
後
ま
で
恐
っ
て
い
た
。
僕
等
の
中
に
も
す

こ
し
罪
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
と
に
か
く
向
こ
う
が
悪
い
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
鬼
狩
が
オ
ジ
ャ

ン
に
な
っ
た
の
で
が
っ
か
り
し
た
。
併
し
村
長
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
し
か
た
が
な
い
。
鬼
狩
あ
れ

か
し
と
予
め
祈
っ
て
い
た
の
は
寒
稽
古
の
つ
ぶ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
雪
は
３
時
頃
や

ん
だ
。
仲
々
よ
く
降
っ
た
の
で
よ
く
つ
も
っ
た
。

《
英
語
（Gallay-Slave
）“N

aughty Jom
m

y”, P.S.F.L.F

》

〇〇
１
９
１
９
年
１
月
31
日
（
金
）

晴
天
。
遅
刻
。
嗚
呼
何
た
る
残
念
な
り
し
事
か
な
。
小
学
校
時
代
に
は
一
度
も
遅
刻
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
様
に
覚
え
て
い
る
。
中
学
入
校
以
来
遂
に
二
度
に
及
ん
だ
。
実
に
残
念
千
万
な
こ
と
で
あ
る
。

作
文
「
活
動
写
真
の
利
害
に
つ
い
て
」
は
良
で
あ
っ
た
。
又
、
こ
の
間
の
「
対
校
競
技
の
利
害
」
も
か

え
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
一
時
間
中
批
評
が
あ
っ
た
。

《
幾
何
（
─
─
─
─
）“A trip to the Stars”, P.S.F.L.F
》

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
１
日
（
土
）

曇
天
。
今
日
は
前
日
の
遅
刻
の
お
じ
け
が
つ
い
て
、
い
つ
も
よ
り
十
分
位
早
く
学
校
に
着
い
た
。
未
だ

雪
が
残
っ
て
い
て
道
が
わ
る
か
っ
た
。
こ
の
間
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
を
書
く
こ
と
を
忘
れ
た
。
雪
の

降
っ
た
日
の
こ
と
で
あ
る
。
３
年
の
教
室
の
前
方
五
間
位
の
と
こ
ろ
へ
森
本
先
生
の
顔
を
非
常
に
大
き
く

黒
く
土
を
線
で
あ
ら
わ
し
て
書
い
た
。
大
変
な
御
立
腹
で
あ
っ
た
が
よ
う
や
く
、
赦
寛
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

書
い
た
も
の
が
殊
に
叱
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

《
地
理
（
─
─
─
─
）“A visit to the Zoo”, P.S.F.L.F

》

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
２
日
（
日
）

晴
天
。ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
熱
帯
植
物
と
は
知
ら
ず
、雪
を
ふ
り
か
け
て
、料
肥
を
与
え
た
気
で
い
た
。幾
何
、

英
語
を
と
く
に
や
る
。
夜
10
時
頃
か
ら
雪
が
降
り
出
す
。

《
歴
史
（
第
二
、
元
の
世
祖
、
東
西
交
通
）》

寒
稽
古
へ
行
く
。
帰
っ
て
か
ら
寝
た
。
仙
台
の
兄
さ
ん
〔
山
本
保
、
姉
富
士
子
の
夫
〕
が
来
ら
れ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
３
日
（
月
）

雪
。
雪
が
積
も
っ
て
い
た
の
に
は
驚
い
た
。
５
寸
は
確
実
で
あ
っ
た
。
雪
合
戦
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
帰

り
に
岸
上
と
喧
嘩
し
た
。
確
か
に
向
こ
う
が
悪
い
。
随
分
生
意
気
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
随
分
癪
に
さ
わ
っ

た
。
自
ら
学
問
が
で
き
る
だ
な
ど
と
自
称
す
る
や
つ
に
は
六
な
の
は
い
な
い
と
、
口
の
中
で
思
っ
て
、
相

手
に
し
な
か
っ
た
。

《
修
身
（
第
三
学
期
）、“A visit to the Zoo”, P.S.F.L.F

》
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〇〇
１
９
１
９
年
２
月
４
日
（
火
）

《
英
語
》

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
５
日
（
水
）

晴
天
。
月
謝
を
出
す
。

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
６
日
（
木
）

晴
天
後
曇
天
。

《
漢
文 “A bull At A Pichie”, P.S.F.L.F
》

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
７
日
（
金
）

曇
天
、
寒
し
。

《
地
理 “The Tale of The Rat”

》

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
８
日
（
土
）

大
降
雪
。関
東
蹴
球
大
会
第
２
回
目
の
初
日
で
あ
っ
た
。雪
が
降
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
雪
中
挙
行
す
る
。

降
り
積
も
る
こ
と
８
寸
以
上
乃
至
１
尺
に
及
ぶ
。
36
年
目
の
大
雪
だ
そ
う
で
あ
る
（
東
京
の
）。
明
日
の
寒

稽
古
に
は
と
て
も
下
駄
は
行
け
な
い
。

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
９
日
（
日
）

晴
天
。
起
床
５
時
15
分
前
。
洋
服
で
出
掛
け
た
。
大
変
な
雪
、
一
人
町
を
あ
る
く
。
途
中
巡
査
が
「
ど

こ
へ
行
く
の
」
と
き
く
。「
寒
稽
古
へ
行
き
ま
す
」
と
僕
。「
寒
稽
古
」
彼
が
う
な
ず
く
。
学
校
へ
着
い
た
の

は
５
時
。
既
に
運
動
場
を
横
切
っ
て
、
足
跡
真
一
文
字
に
着
い
て
い
た
。
５
時
半
か
ら
開
始
し
た
の
で
６

時
半
に
終
え
た
。
こ
れ
が
寒
稽
古
の
最
後
の
日
で
あ
る
。
よ
う
よ
う
皆
出
席
を
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。
し

る
こ
を
た
べ
て
、雪
す
べ
り
を
し
て
、帰
っ
た
の
が
10
時
。
午
後
か
ら
士
官
学
校
の
兄
さ
ん
〔
龍
二
〕
が
帰
っ

て
来
ら
れ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
10
日
（
月
）

晴
天
北
風
。
雪
を
廊
下
で
投
げ
て
、
お
ま
け
に
先
生
の
頭
か
ら
か
か
っ
た
の
で
（
森
本
先
生
）、
国
語
の

時
間
大
変
で
あ
っ
た
。
３
年
の
乙
級
は
こ
の
ご
ろ
よ
く
お
目
玉
を
食
う
。
い
た
ず
ら
ざ
か
り
で
あ
る
様
で

あ
る
。
昨
日
風
邪
を
ひ
い
た
の
で
今
日
の
剣
道
は
き
り
か
え
し
を
し
た
。
家
へ
帰
っ
て
寝
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
11
日
（
火
）

晴
天
、
あ
た
た
か
し
。
紀
元
節
。
学
校
を
休
ん
だ
。
木
内
さ
ん
の
演
説
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
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の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
桐
陰
会
三
大
節
の
一
つ
、
創
立
記
念
日
で
あ
る
。
故
に
、
世
界
最
良
図
書
百
巻
の

一
に
選
ば
れ
た
る
名
著
、Black Beauty

の
訳
本
『
黒
馬
物
語
』
を
読
み
初
め
た
。
士
官
学
校
の
兄
は
一

ぺ
ん
か
え
っ
て
来
ら
れ
て
、
賢
所
参
拝
に
行
か
れ
た
。
秀
光
の
刀
を
抜
い
て
見
ら
れ
て
し
き
り
に
嘆
じ
て

居
ら
れ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
12
日
（水）

晴
天
。

〇〇
１
９
１
９
年
２
月
13
日
（
木
）
～
４
月
４
日
（
金
）

〔
記
載
な
し
〕

１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）
４
月　
（
第
４
学
年
）

〇〇
１
９
１
９
年
４
月
５
日
（
土
）

曇
天
。
一
高
対
三
高
大
野
球
戦
。

（
一
高
）：兼
重
（
左
）、
内
村
（
投
）、
笹
原
（
中
）、
島
村
（
一
）、
木
内
（
捕
）、
小
田
切
（
遊
）、
戸
田
（
二
）、

橋
本
（
三
）、
笹
川
（
右
）。

（
三
高
）：
今
田
（
二
）、
平
井
（
中
）、
内
藤
（
一
）、
岡
本
（
捕
）、
木
下
（
三
）、
宇
津
木
（
右
）、
朴
（
投
）、

伊
藤
（
遊
）、
古
梅
（
左
）。

（
一
高
）：　
０　
０　
１　
０　
２　
０　
１　
０　
Ａ　
４
Ａ

（
三
高
）：　
０　
０　
０　
０　
０　
０　
０　
０　
２　
２

内
村
君
の
見
事
な
牽
制
に
つ
り
だ
さ
れ
た
三
高
の
木
下
一
塁
・
二
塁
間
で
挟
撃
さ
れ
遂
に
小
田
切
さ
ん

に
刺
し
と
め
ら
る
〔
挟
み
撃
ち
の
漫
画
的
な
ス
ケ
ッ
チ
あ
り
〕。
一
高
軍
大
勝
す
。
４
Ａ
対
２
。

〇〇
１
９
１
９
年
４
月
６
日
（
日
）
～
８
月
31
日
（
日
）

〔
記
載
な
し
〕

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
１
日
（
月
）

晴
天
。
40
日
間
の
暑
中
休
暇
は
終
っ
た
。
休
中
依
然
と
し
て
日
記
を
中
止
し
て
居
た
。
よ
く
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
。
７
月
21
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
は
水
泳
部
に
生
活
し
た
。
最
後
の
試
験
に
３
級
に
進
級
し
た
。

百
碼(

ヤ
ー
ド)

競
泳
に
は
初
め
て
一
等
を
得
て
、初
め
て
メ
タ
ル
を
得
た
。
大
遠
泳
は
全
泳
出
来
な
か
っ
た
。

８
月
26
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
宇
都
宮
の
兄
〔
龍
二1898

～1993

〕
が
西シ
ベ
リ
ア

比
利
亜
出
征
の
内
命
に

接
し
た
と
い
う
葉
書
が
と
ど
い
た
。
兄
は
勿
論
前
か
ら
切
望
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
喜
ん
で
居
ら

れ
た
様
に
見
え
る
。28
日
正
午
突
然
来
ら
れ
た
。僕
一
人
し
か
居
な
か
っ
た
。非
常
に
驚
い
た
が
嬉
し
か
っ
た
。
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日
中
の
こ
と
と
て
暑
さ
が
烈
し
い
か
ら
例
の
如
く
氷
を
と
っ
た
。
そ
の
日
か
ら
昨
日
ま
で
数
少
な
き
軍
事

上
秘
密
の
地
図
を
６
枚
程
う
つ
し
た
。
そ
れ
は
も
ら
う
こ
と
の
出
来
な
い
地
図
だ
そ
う
で
、
う
つ
し
て
そ

れ
を
戦
地
へ
も
っ
て
行
く
と
い
う
命
令
だ
そ
う
だ
か
ら
已
む
を
得
ず
う
つ
し
た
の
で
あ
る
。
軍
刀
、
短
銃
、

望
遠
鏡
な
ど
様
々
準
備
に
忙
し
が
っ
て
居
ら
れ
た
。

今
日
は
第
二
学
期
の
始
業
式
で
あ
る
。
青
桐
の
実
が
多
数
な
っ
て
居
っ
た
。
ま
た
田
中
先
生
の
世
界
新

地
図
に
関
す
る
御
講
話
が
二
時
間
程
あ
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
２
日
（
火
）

晴
天
。
暑
烈
し
。
７
時
に
始
ま
り
、
11
時
半
に
終
る
。
桐
の
実
ぶ
つ
け
が
早
速
始
ま
っ
た
。
夕
方
、
兄

が
一
度
宇
都
宮
に
帰
ら
れ
る
の
で
上
野
駅
に
見
送
り
に
行
っ
た
。
親
類
の
人
々
も
来
ら
れ
た
。
今
年
は
よ

く
氷
を
呑
む
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
３
日
（
水
）

晴
天
。
一
番
上
の
兄〔
政
美
〕が
葉
山
に
行
か
れ
た
。
８
日
に
か
え
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
残
暑
は
中
々
暑
い
。

近
頃
は
少
し
も
雨
が
降
ら
な
い
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
４
日
（
木
）

晴
天
。
夏
休
中
『
リ
ン
カ
ン
』
を
読
ん
だ
こ
と
を
書
い
て
置
く
。
内
ヶ
崎
君
の
父
が
著
し
た
も
の
。
彼

に
進
め
ら
れ
て
読
ん
だ
。
前
か
ら
も
読
み
た
い
と
思
っ
て
居
た
が
買
わ
な
か
っ
た
。
実
に
彼
の
性
格
、
言

行
に
感
じ
又
有
益
な
教
訓
を
こ
の
本
か
ら
多
数
受
け
た
。
彼
の
あ
く
ま
で
正
義
に
組
し
、
善
と
思
っ
た
こ

と
は
い
か
な
る
恐
れ
も
抱
か
ず
為
し
、
あ
わ
れ
な
も
の
を
た
す
け
た
。
謙
遜
の
徳
が
あ
っ
て
人
に
え
ら
ぶ

る
所
は
少
し
も
な
い
。
貧
困
と
よ
く
戦
い
、
勤
勉
で
あ
っ
た
。
上
れ
ば
ま
だ
数
多
く
あ
る
。
僕
の
尚
何
回

も
よ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
で
あ
る
。

12
時
半
頃
、宇
都
宮
の
兄
が
冬
服
を
着
て
、短
銃
、水
筒
、背
嚢
、双
眼
鏡
、軍
刀
な
ど
を
携
え
て
来
ら
れ
た
。

肩
の
星
が
六
つ
光
っ
て
居
た
。
武
装
し
た
所
は
勇
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
暑
い
最
中
に
冬
服
で
は
た

ま
ら
な
い
。
晩
の
９
時
の
汽
車
で
た
た
れ
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
家
に
居
ら
れ
て
話
し
た
。
８
時
愈
々
例
の
如

く
武
装
し
て
出
征
の
途
に
上
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
電
車
が
す
い
て
居
た
の
で
涼
し
か
っ
た
か
ら
よ
か
っ

た
。
何
の
人
も
、
視
線
を
武
装
の
姿
に
向
け
て
離
さ
な
い
。
や
が
て
東
京
駅
前
停
留
場
に
来
た
。
電
車
を

乗
り
て
、
兄
は
宮
城
に
向
い
て
最
敬
礼
を
さ
れ
た
。
東
京
駅
ま
で
涼
し
い
風
に
吹
か
れ
て
静
か
な
広
場
を

四
人
は
歩
い
た
。駅
内
へ
入
る
と
急
に
賑
や
か
で
あ
る
。見
送
り
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
人
が
大
勢
居
ら
れ
た
。

入
場
券
を
か
っ
て
僕
は
仙
台
の
兄
〔
山
本
保
、
姉
富
士
子
の
夫
〕
と
走
っ
て
、
席
を
と
っ
て
置
い
た
。
こ
の
時

は
時
間
の
た
た
な
い
こ
と
を
望
む
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
し
か
た
が
な
い
。
９
時
は
や
が
て
針
の
指
さ

れ
る
所
と
な
っ
た
。
駅
夫
の
笛
！　
汽
笛
！

同
じ
見
習
士
官
と
二
人
（
そ
の
人
も
西
比
利
亜
へ
出
征
）
は
愈
々
は
る
か
日
本
海
を
隔
て
た
シ
ベ
リ
ヤ
の
戦



191901：8/26 「辰雄日誌 １９１９」No. ５　（２）　──１９１9 年 1 月 1 日～ 11 月７日── ﻿

制作・著作：  HP「小池辰雄文庫」 ファイル名：PDF 小池日記 -01 作成 2024/09/09 出力 2026/09/25修正 2026/09/25

１９１９年（大正 8 年）〔15 歳〕

場
に
旅
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
万
才
！
万
才
！
と
言
う
人
も
あ
っ
た
。
か
く
て
汽
車
は
暗
に
跡
を
暗
ま
し

て
我
々
は
停
車
場
を
力
な
げ
に
足
を
は
こ
ん
だ
。
家
へ
か
え
っ
て
又
氷
を
呑
ん
だ
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
５
日
（
金
）

昨
日
、
兄
さ
ん
は
兵
士
の
こ
と
を
思
え
ば
将
校
の
負
っ
て
い
る
背
嚢
そ
の
他
の
も
の
な
ど
は
少
し
も
重

く
な
く
、
暑
い
だ
な
ど
と
は
い
っ
て
居
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
居
ら
れ
た
。
そ
れ
を
考
え
て
は
我
々
は
贅
沢

は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
６
日
（
土
）

晴
天
。
土
曜
日
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
た
時
の
気
持
は
何
時
も
思
う
通
り
よ
い
も
の
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
７
日
（
日
）

晴
天
。
今
日
は
兄
が
敦
賀
を
出
帆
さ
れ
る
日
で
又
、
９
月
７
日
は
兄
さ
ん
の
誕
生
日
で
あ
る
の
で
あ
る
。

実
に
吉
日
に
出
帆
さ
れ
る
の
で
め
で
た
い
。
故
に
家
で
は
、
西
瓜
と
ひ
や
し
た
ウ
ド
ン
（
去
年
兄
が
好
ん
で

食
べ
ら
れ
た
も
の
）
を
多
数
食
べ
て
祝
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
８
日
（
月
）

晴
天
。
葉
山
、
箱
根
に
行
っ
て
居
ら
れ
た
兄
さ
ん
が
帰
っ
て
来
ら
れ
た
。
出
征
さ
れ
た
兄
さ
ん
の
武
装

し
た
写
真
が
来
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
９
日
（
火
）

晴
天
な
れ
ど
風
烈
し
。
今
は
ま
だ
７
時
始
ま
り
だ
か
ら
よ
い
が
、
11
日
か
ら
８
時
に
な
っ
て
３
時
に
帰

る
様
に
な
る
。
こ
の
方
が
い
や
で
あ
る
。
今
日
は
大
変
な
塵
で
ザ
ラ
ザ
ラ
で
あ
る
。
寝
た
の
は
10
時
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
10
日
（
水
）

午
後
よ
り
雨
降
る
。
今
日
は
乾
燥
し
き
っ
た
東
京
市
に
一
月
ぶ
り
で
雨
を
降
ら
し
た
。
木
の
葉
の
塵
は

流
さ
れ
、
土
の
上
に
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
た
埃
も
落
ち
つ
い
て
空
気
は
や
が
て
清
め
ら
れ
た
。
急
に
涼
し
い

風
が
吹
き
渡
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
11
日
（
木
）

雨
天
。
前
日
の
雨
は
依
然
と
し
て
降
っ
て
い
た
。
今
ま
で
暑
か
っ
た
夏
が
急
に
ど
っ
か
へ
行
っ
て
、
晩

秋
の
様
な
気
持
が
す
る
。
一
重
物
で
は
寒
い
と
い
い
た
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
今
日
か
ら
８
時
始
ま
り
と

な
っ
た
。
朝
の
寝
坊
は
よ
い
が
３
時
に
帰
る
の
で
は
悲
観
で
あ
る
。
寧
ろ
７
時
の
方
が
よ
い
。

博
物
の
時
間
は
こ
の
頃
お
も
し
ろ
い
。
先
生
の
か
ら
に
が
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
言
わ
れ
る
度
に
、
窪
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田
君
と
笑
う
（
ひ
そ
か
に
）。
依
然
と
し
て
か
ら
に
、
飛
ん
で
か
ら
に
、
解
剖
し
て
か
ら
に
、
等
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
12
日
（
金
）

雨
天
。
雨
は
ま
だ
降
り
つ
づ
け
て
居
た
。
遂
に
あ
わ
せ
を
着
た
。
教
室
の
窗
か
ら
時
々
硝
子
越
し
に
、
傍

ら
に
立
っ
て
居
る
青
桐
の
葉
を
見
る
と
、
雨
の
つ
ぶ
が
あ
た
っ
て
、
パ
ラ
パ
ラ
と
音
を
た
て
て
居
る
。
全

く
一
つ
の
塵
も
残
っ
て
居
な
い
。
気
持
よ
く
降
っ
て
居
る
。
絶
え
間
な
く
降
っ
て
来
る
。
庭
に
所
々
水
溜

ま
り
が
あ
る
。
雨
の
日
、
鬼
ご
っ
こ
を
す
る
の
が
又
面
白
い
。
ホ
カ
ホ
カ
湯
気
が
出
る
ま
で
や
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
13
日
（
土
）

雨
・
曇
交
々
。
国
語
の
試
験
が
有
る
。
徒
然
抄
は
習
わ
な
い
所
を
指
さ
れ
て
悲
観
し
た
。
物
理
の
先
生

が
内
藤
先
生
に
な
る
。
夕
方
、
西シ
ベ
リ
ア

比
利
亜
に
出
征
の
兄
さ
ん
か
ら
御
葉
書
を
戴
い
た
。

浦ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

塩
斯
徳
か
ら
。
９
月
９
日
の
夕
方
書
か
れ
た
も
の
。

「
７
日
夕
３
時
敦
賀
解
纜
、
夜
浪
高
く
候
い
し
も
明
け
て
８
日
平
穏
満
目
渺
々
た
る
碧
海
の
み
。
９
日

午
後
１
時
初
め
て
西
比
利
亜
を
遠
望
、
夕
５
時
無
事
浦
塩
に
投
錨
仕
り
候
。
船
中
に
コ
サ
ッ
ク
中
佐

居
り
仏
語
を
解
し
得
る
た
め
三
日
間
よ
き
話
相
手
と
相
成
申
候
。
ロ
シ
ヤ
語
も
少
し
覚
え
申
し
候
。

夕
方
気
温
50
度
〔
摂
氏
10
度
〕
10
月
末
の
様
な
気
持
致
し
居
り
候
。
大
ロ
シ
ヤ
の
軍
港
も
亡
国
の
感
を

起
せ
し
め
申
し
候
。
今
夜
満
月
、
港
内
静
か
に
候
。」（
文
右
の
如
き
も
の
）

13
日
夕
方
着
。
今
は
西
比
利
亜
鉄
道
で
北
へ
と
上
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
と
露
西
亜
人

が
佛フ
ラ
ン
ス
蘭
西
語
で
話
を
す
る
と
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
あ
る
。

《AESO
PES FABLES 

を
読
む
。P.1

～P.46

》

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
14
日
（
日
）

晴
天
。《AESO

PES FABLES P.47

～P.77

》
こ
れ
だ
け
読
む
。
午
後
か
ら
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
15
日
（
月
）

晴
天
。
昼
休
に
「
ベ
ー
ス
」
を
や
る
と
次
の
時
間
の
歴
史
に
は
非
常
に
眠
い
。
お
ま
け
に
剣
道
が
あ
る

か
ら
家
へ
帰
る
と
眠
ら
ず
に
は
居
ら
れ
な
く
な
る
。

《AESO
PES FABLES 

を
96
頁
、
終
り
ま
で
読
ん
だ
》

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
16
日
（
火
）

晴
天
。
化
学
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
来
た
。
物
理
も
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
17
日
（
水
）

晴
天
。
来
月
の
４
日
に
は
学
習
院
と
の
野
球
対
校
試
合
が
あ
る
。
練
習
ぶ
り
を
見
て
か
え
っ
た
。
５
時
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半
頃
帰
宅
し
た
。
兄
さ
ん
が
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
』（
英
書
）
を
買
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
18
日
（
木
）

晴
天
。《The Arabian Nights, Ali Baba And The Forty Thieves. P.1

～P.16 (TH
E EN

D)

》を
読
む
。

嘗
て
読
み
た
い
と
思
っ
た
居
た
話
な
の
だ
。
非
常
に
面
白
か
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
19
日
（
金
）

晴
天
。
５
年
対
４
年
以
下
の
野
球
試
合
を
見
た
。
５
年
が
７
Ａ
対
２
の
ス
コ
ー
ア
を
以
て
勝
利
を
占
む
。

明
日
は
仙
台
か
ら
義
雄
さ
ん
と
姉
さ
ん
〔
富
士
子
〕
と
伯
母
さ
ん
が
お
い
で
に
な
る
。

《The Arabian N
ights, Alladdin And the W

onderful Lam
p. P.17

～P.29

》

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
20
日
（
土
）

晴
天
。
こ
の
頃
は
昼
中
は
暑
い
が
夕
方
・
朝
は
涼
し
い
。
夜
に
は
風
邪
を
引
き
そ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

仙
台
の
伯
母
さ
ん
方
は
６
時
20
分
に
上
野
へ
着
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。
６
時
に
上
野
へ
着
い
て
し
ま
っ
た
。

早
す
ぎ
た
。
６
時
30
分
に
汽
車
が
プ
ラ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ム
の
か
な
た
に
そ
の
青
き
光
を
表
わ
し
た
。
即
ち

偉
大
な
る
機
関
車
は
轟
々
た
る
響
き
を
た
て
て
、
突
進
し
て
来
た
。
ゆ
る
や
か
に
汽
車
は
と
ま
っ
た
。
客

が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
中
か
ら
表
わ
れ
る
。
義
雄
さ
ん
を
や
っ
と
見
つ
け
た
。
荷
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
僕
と
母

と
義
雄
さ
ん
と
は
先
に
電
車
に
乗
っ
て
帰
っ
た
。
電
車
を
忘
れ
た
と
見
え
て
驚
い
て
見
て
居
た
。
何
物
も

驚
い
た
様
な
目
で
、
唖
然
と
し
て
見
て
、
泣
き
も
笑
い
も
し
な
か
っ
た
。
よ
ほ
ど
神
経
が
昂
奮
し
て
居
る

様
で
あ
る
。
家
へ
入
る
と
急
に
大
き
な
声
で
泣
き
だ
し
た
。
僕
の
家
を
忘
れ
た
の
で
あ
る
。
義
雄
さ
ん
の

御
ば
あ
さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
（
姉
）
も
居
ら
れ
な
い
の
で
、
又
一
つ
は
恋
し
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
前

の
と
お
り
か
わ
い
ら
し
い
顔
を
し
て
居
る
。

《Alladdin And the W
onderful Lam

p. P.30

～P.48(TH
E EN

D)

読
ん
だ
》

知
ら
な
い
字
を
書
き
と
っ
て
い
く
の
で
時
間
が
か
か
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
21
日
（
日
）

晴
天
。
義
雄
さ
ん
は
少
し
は
馴
れ
て
来
た
。
し
か
し
ま
だ
僕
が
抱
こ
う
と
す
る
と
泣
き
だ
す
。

《The Enchanted H
orse. (A.N

.) P.49

～P.62 EN
D

を
読
む
》

宣
彦
君
が
遊
び
に
来
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
22
日
（
月
）

晴
天
。
今
日
は
星
が
非
常
に
よ
く
出
て
居
た
。
気
が
晴
々
す
る
。
三
弦
さ
ん
が
夜
こ
ら
れ
た
。
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〇〇
１
９
１
９
年
９
月
23
日
（
火
）

晴
天
。
こ
の
前
の
週
の
火
曜
日
か
ら
堺
先
生
の
所
へ
国
語
を
な
ら
い
に
行
っ
て
居
る
。
今
日
も

６
時
15
分
か
ら
８
時
ま
で
習
っ
た
。
七
巻
終
え
た
。
丁
寧
に
よ
く
教
え
て
く
だ
さ
る
。
義
雄
さ
ん
は
も

う
馴
れ
て
し
ま
っ
た
。
９
月
29
日
は
義
雄
さ
ん
の
御
誕
生
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
24
日
（
水
）

秋
季
皇
霊
祭
、
休
業
。
晴
天
後
雨
天
。

《A.N
. Sindbad The Sailor. The First Voyage. The Second Voyage.

》
を
読
む
。
午
後
か
ら
一

高
対
附
属
の
練
習
仕
合
を
見
に
行
っ
た
。
一
高
と
し
て
は
、
第
一
回
目
の
仕
合
が
未
だ
あ
ま
り
う
ま
く
な

か
っ
た
。
投
手
、
島
村
。
捕
手
、
木
内
。
一
塁
手
、
兼
重
。
二
塁
手
、
高
根
。
三
塁
手
、
重
成
。
遊
手
、

小
田
切
。
左
翼
、
池
野
。
中
堅
、
笹
川
。
右
翼
、
藤
。
附
属
で
は
森
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
。
７
対
３

で
負
け
た
。
９
回
目
の
初
め
か
ら
雨
が
本
降
り
に
な
っ
て
よ
わ
っ
た
が
、
雨
中
遂
に
し
と
げ
た
。

◎
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
を
14
日
に
出
た
御
手
紙
が
今
日
24
日
に
着
し
た
。

　
「
前
略
、
昨
13
日
午
後
２
時
何
等
の
故
障
も
無
く
当
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
に
到
着
仕
り
候
。
途
中
の
様

子
概
略
左
の
如
く
に
御
座
候
。
11
日
正
午
頃
浦
塩
出
発
、
同
行
16
名
は
１
輌
の
貨
車
に
各
々
の
軍
用

行
李
と
共
に
乗
車
、
二
日
分
の
食
糧
と
し
て
浦
塩
兵
站
支
部
よ
り
受
領
せ
る
乾
パ
ン
と
牛
罐
と
を
携

行
仕
り
候
。
ニ
コ
リ
ス
ク
ま
で
20
里
な
れ
ど
も
到
着
せ
し
は
午
後
６
時
頃
に
候
。
ニ
コ
リ
ス
ク
、
イ

マ
ン
（
浦
塩
北
方
約
90
里
）
間
は
鉄
道
沿
線
危
険
の
為
夜
間
は
通
行
中
止
に
て
11
日
夜
は
貨
車
内
に
泊

ま
り
申
し
候
。
昼
間
は
薄
き
夏
襦
袢
に
て
暑
き
位
に
候
え
ど
も
、
夜
は
外
套
、
マ
ン
ト
、
毛
布
に
包

ま
り
て
も
寒
き
程
に
御
座
候
。
12
日
早
朝
（
日
の
出
は
６
時
頃
に
候
）
６
時
ニ
コ
リ
ス
ク
出
発
、
右
の

方
は
此
高
10
乃
至
50
米
位
の
丘
陵
数
限
り
な
く
起
伏
し
、
左
は
物
凄
き
程
平
坦
に
て
原
と
空
と
接
す

る
所
遙
と
し
て
弁
別
す
べ
か
ら
ず
、
到
底
関
東
平
野
も
比
較
に
な
り
申
さ
ず
候
。
此
の
広
い
原
、
丘

陵
に
は
木
も
な
く
勿
論
家
も
な
く
道
路
も
な
し
。
厳
冬
を
過
ぎ
て
漸
く
萌
え
出
し
た
る
草
も
既
に
秋

風
に
吹
か
れ
て
高
さ
辛
う
じ
て
１
、２
尺
に
て
至
る
所
湿
潤
地
其
の
中
に
は
野
生
の
鶴
も
認
め
ら
れ
申

候
。
鉄
道
線
路
一
直
線
に
て
天
に
沖
す
る
が
如
く
汽
車
は
時
と
し
て
一
時
間
余
も
走
り
居
り
候
え
ど

も
此
処
に
て
は
、
鉄
道
を
守
る
た
め
の
様
な
る
家
屋
僅
か
に
５
、６
軒
10
里
20
里
を
隔
て
て
、
散
在
致

し
居
り
候
。
殊
に
同
情
す
べ
き
は
何
処
を
見
て
も
野
と
空
と
の
み
な
る
所
に
僅
か
一
小
隊
位
の
兵
が

天
幕
生
活
に
て
鉄
道
守
備
の
様
子
。
高
き
櫓
を
立
て
て
果
て
も
な
き
原
を
双
眼
鏡
を
手
に
し
て
四
顧

し
つ
つ
警
戒
致
し
居
り
候
。
列
車
も
機
関
車
の
煙
突
の
両
側
に
二
名
の
兵
士
常
に
立
っ
て
警
戒
の
任

に
当
た
り
居
り
候
。
沿
道
に
畑
も
な
く
勿
論
田
も
な
く
雑
草
の
み
に
候
。
家
の
あ
る
付
近
に
は
僅
か

な
る
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
の
畑
、「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
等
を
認
め
申
し
候
。「
ヒ
マ
ワ
リ
」
の
果
実
は
食
糧

に
な
る
由
。
御
菓
子
の
様
に
し
て
食
し
居
り
候
。
午
後
１
時
ニ
コ
リ
ス
ク
よ
り
30
里
な
る
ス
パ
ス
カ

ヤ
に
到
着
仕
り
候
。
此
処
に
は
第
16
師
団
の
有
力
な
る
某
部
隊
駐
屯
致
し
居
り
日
章
旗
高
く
翻
り
居

り
候
。
イ
マ
ン
に
到
着
せ
し
は
午
後
11
時
に
て
昨
夜
イ
マ
ン
よ
り
南
方
５
、６
里
の
所
に
襲
撃
有
り
た
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る
由
に
御
座
候
い
き
。

　

イ
マ
ン
よ
り
北
方
は
比
較
的
安
全
な
る
為
夜
間
も
通
行
致
し
明
け
て
13
日
に
は
沿
道
に
蹂
井
を
見

得
る
様
に
相
成
り
候
え
ど
も
大
部
分
白
樺
に
て
仲
々
見
事
に
候
。
柵
に
も
使
用
致
し
「
ペ
ン
キ
」
塗

の
様
に
候
。
59
の
戦
闘
せ
し
ホ
ー
ル
川
を
渡
り
午
後
１
時
半
頃
曠
野
の
中
遙
に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
を

認
め
２
時
頃
到
着
致
し
候
。
露
国
の
兵
営
は
赤
レ
ン
ガ
の
立
派
な
建
物
に
候
え
ば
遠
方
よ
り
認
め
易

く
候
。
停
車
場
に
て
検
疫
を
受
け
コ
レ
ラ
流
行
の
浦
塩
を
通
過
せ
し
為
５
日
間
当
地
に
し
て
隔
離
の

身
と
相
成
り
候
。
傍
ら
に
低
き
所
ア
ム
ー
ル
川
洋
々
と
し
て
流
れ
居
り
候
。
停
車
場
は
一
般
に
日
本

の
電
車
の
停
留
場
式
に
て
大
き
な
都
市
す
ら
ロ
ク
な
プ
ラ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ム
も
な
く
、
普
通
の
所
に

汽
車
よ
り
道
路
に
跳
び
下
り
を
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
出
発
は
先
ず
一
鈴
暫
く
あ
り
て
二
鈴
次
て
三
鈴

に
て
発
車
、
客
は
停
車
間
下
車
し
て
散
歩
な
り
し
居
り
、
鈴
に
て
集
ま
り
来
り
候
。
時
間
割
も
あ
て

に
な
ら
ず
、
停
車
時
間
も
頗
る
あ
や
し
き
も
の
に
候
。
思
い
つ
い
た
時
に
出
発
、
止
ま
る
時
は
馬
鹿

に
と
ま
る
し
、走
り
出
す
と
出
鱈
目
に
走
り
居
り
候
。
停
車
場
は
構
も
柵
も
な
く
人
は
固
よ
り
牛
、豚
、

鶏
、
鵞
鳥
、
犬
ま
で
徘
徊
致
し
実
に
雑
然
な
り
。
夜
に
は
ロ
シ
ア
の
楽
器
に
て
貨
車
内
に
て
も
闇
中

に
て
も
ダ
ン
ス
に
て
ロ
シ
ア
人
の
無
邪
気
と
暢
気
に
は
あ
き
れ
申
し
候
。
停
車
場
は
各
国
人
及
び
軍

隊
に
て
欧
戦
争
の
画
報
に
あ
る
写
真
の
様
に
候
。
腰
に
は
剣
、
手
に
は
ピ
ス
ト
ル
に
て
此
の
処
は
戦

時
気
分
に
候
。
ニ
コ
リ
ス
ク
に
て
銃
声
一
発
を
聞
き
た
る
の
み
に
候
え
ど
も
突
然
戦
国
時
代
な
ら
ん

と
存
じ
候
。
仏
語
の
有
難
味
つ
く
づ
く
感
じ
申
し
候
。
少
し
学
問
の
あ
る
ロ
シ
ア
人
、
チ
エ
ッ
ク
等

は
之
れ
を
解
し
、頗
る
便
利
に
候
。
ド
イ
ツ
語
は
各
国
人
と
も
知
ら
ず
又
話
す
を
不
快
と
致
し
居
り
候
。

ロ
シ
ア
語
は
単
語
を
な
ら
べ
と
に
か
く
用
を
た
し
居
り
候
え
ど
も
本
の
無
き
に
は
閉
口
致
し
居
り
候
。

此
れ
よ
り
研
究
仕
る
べ
く
候
。
ロ
シ
ア
の
子
供
は
日
本
語
を
覚
え
始
め
少
し
位
の
会
話
は
致
し
申
し

候
。
私
等
の
ロ
シ
ア
語
よ
り
は
遙
か
に
上
手
に
御
座
候
。

　

当
市
道
路
頗
る
不
良
、
実
に
車
軸
を
没
す
る
猛
烈
な
る
泥
濘
に
候
も
人
力
車
に
相
当
す
る
二
頭
馬

車
は
駿
法
の
妙
と
構
造
の
功
に
て
自
在
に
走
り
居
り
候
。

　

先
は
近
況
御
報
知
ま
で
、
ま
だ
様
子
も
十
分
わ
か
ら
ず
品
の
用
不
用
も
申
し
難
く
候
。
親
戚
の
皆

様
に
も
御
序つ
い
で
の
折
宜
し
く
願
い
上
げ
候
。
匆
々
。

　
　
　

９
月
14
日　

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク　
　
　

龍
二

　
　

御
母
上
様　

」

と
書
い
て
あ
っ
た
。
面
白
く
拝
読
し
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
大
体
の
様
子
が
わ
か
っ
た
。
次
の
御
手
紙
の
到
着

を
切
に
ま
っ
て
い
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
25
日
（
木
）

雨
天
。

動
い
て
か
ら
に
。
塩
気
の
水
を
含
ん
で
か
ら
に
。
大
分
そ
の
鼓
膜
に
ひ
っ
つ
い
て
か
ら
に
。
空
気
の
浪

が
ド
ー
ン
と
き
て
か
ら
に
。
天
気
に
よ
っ
て
か
ら
に
圧
力
か
わ
り
ま
す
か
ら
。
大
砲
な
ど
の
大
き
な
音
が
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き
て
か
ら
に
。
膜
で
張
ら
れ
て
か
ら
に
。
一
番
し
ま
い
の
此
処
へ
き
て
か
ら
に
。
下
の
途
へ
波
が
か
え
っ

て
か
ら
に
。
こ
っ
ち
の
や
つ
を
ガ
ァ
ー
ン
と
鳴
ら
し
て
か
ら
に
。

等
が
今
日
博
物
の
時
間
に
稲
葉
先
生
が
言
わ
れ
た
カ
ラ
ニ
で
あ
っ
た
。合
計
10
。多
い
日
は
14
で
あ
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
26
日
（
金
）

晴
天
。
国
語
は
堺
先
生
に
御
習
い
し
て
か
ら
非
常
に
楽
に
な
っ
た
。
今
日
は
２
時
に
帰
れ
る
日
で
あ
る
。

義
雄
さ
ん
は
よ
ほ
ど
僕
に
な
れ
て
来
た
。
29
日
は
誕
生
日
で
あ
る
。
併
し
多
分
日
曜
日
に
御
祝
が
あ
る
は

ず
だ
。
丁
度
一
年
目
第
一
回
で
あ
る
。
歯
は
ま
だ
犬
歯
（
右
の
一
枚
）
が
や
っ
と
光
を
表
わ
し
、
そ
の
他
は

門
歯
下
二
枚
だ
け
で
あ
る
。
匍
匐
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
足
で
立
つ
こ
と
は
出
来
な
い
。
田
舎
か
ら
お

茶
の
水
の
書
記
に
な
る
人
が
来
た
。
親
類
の
太
田
の
別
家
の
方
で
あ
る
。
飯
田
町
の
停
車
場
へ
御
迎
え
に

行
っ
た
。
停
車
場
で
、《Sindbad The Sailor. The Third Voyage

》
を
読
ん
だ
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
27
日
（
土
）

晴
天
。
よ
い
小
春
日
和
の
天
気
で
あ
っ
た
。
正
午
、
学
校
か
ら
暢
気
に
足
を
運
ば
し
て
帰
っ
て
来
た
。

何
時
も
言
う
け
れ
ど
も
、
土
曜
の
午
後
は
気
が
晴
れ
る
。
今
日
は
こ
と
さ
ら
で
あ
っ
た
。
夕
方
、
一
天
矢

庭
に
か
き
曇
っ
て
夕
立
一
過
す
る
。
涼
風
即
ち
面
に
あ
た
り
。
木
の
葉
涼
し
げ
な
り
。
夜
、
西
比
利
亜
の

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
極
寒
に
し
て
肺
を
痛
め
て
護
送
さ
れ
た
兵
士
何
名
な
ど
の
こ
と
を
知
っ
て
、
甚
だ
兄
を

案
じ
た
。
御
無
事
の
こ
と
を
祈
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
28
日
（
日
）

晴
天
。
今
日
は
靴
を
磨
い
た
か
ら
、
明
日
は
雨
が
降
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
月
曜
日
に
は
降
ら
な
か
っ

た
。《A.N

. Sindbad The Sailor. The Fourth Voyage. The Fifth Voyage.

》
を
読
ん
だ
。

29
日
の
義
雄
さ
ん
の
御
誕
生
の
御
祝
を
今
日
に
繰
り
上
げ
て
、
夕
飯
に
御
馳
走
が
あ
っ
た
。
本
人
の
義

雄
さ
ん
は
何
に
も
食
べ
ら
れ
な
い
が
、
僕
と
仙
台
の
兄
と
は
肉
を
二
片
食
べ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
29
日
（
月
）

晴
天
。
朝
仲
々
寒
か
っ
た
。
学
校
で
鈴
木
久
雄
先
輩
の
逝
去
さ
れ
た
の
を
知
る
。
今
年
の
夏
水
泳
部
で

元
気
に
泳
い
で
居
ら
れ
た
。
試
験
も
我
々
は
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
帰
宅
す
る
と
先
ず
義
雄
さ
ん
と
少
し

遊
ぶ
。

〇〇
１
９
１
９
年
９
月
30
日
（
火
）

晴
天
。
記
事
な
し
。
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〇〇
１
９
１
９
年
10
月
１
日
（
水
）

晴
天
。
ロ
ー
レ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
Ⅳ
を
始
め
る
。
十
分
、
グ
レ
イ
デ
ッ
ド
は
や
め
る
こ
と
に
な
る
。
幾
何

の
比
例
の
所
は
つ
ま
ら
な
い
。
風
船
新
聞
な
ん
て
い
う
も
の
を
時
間
中
に
発
行
し
て
ま
わ
す
も
の
が
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
２
日
（
木
）

晴
天
。
飛
行
郵
便
、
東
京
～
大
阪
間
が
実
行
さ
れ
た
。
二
百
馬
力
の
飛
行
機
が
飛
ぶ
。
学
校
で
体
操
が

終
っ
て
見
た
が
中
々
早
く
、
美
し
い
飛
行
機
で
あ
っ
た
。
体
操
の
今
ま
で
の
帽
子
を
排
し
て
野
球
用
の
帽

子
を
冠
る
も
の
が
あ
る
。
我
が
級
の
あ
る
者
ど
も
、今
ま
で
の
は
庇
が
な
い
か
ら
眩
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

先
生
も
許
し
た
。
僕
は
買
っ
て
な
か
っ
た
か
ら
勿
論
冠
ら
な
か
っ
た
。
買
わ
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
３
日
（
金
）

早
く
帰
っ
た
の
は
よ
い
が
、
義
雄
さ
ん
が
居
る
の
で
遊
ん
で
し
ま
っ
た
。
仙
台
の
伯
母
さ
ん
の
所
か
ら

梨
が
来
て
、
夜
は
皆
で
団
欒
し
な
が
ら
食
べ
た
。
東
京
に
は
ち
ょ
っ
と
得
ら
れ
な
い
大
き
な
水
気
の
あ
る

非
常
に
う
ま
い
梨
で
あ
る
。
あ
ち
ら
の
名
産
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
４
日
（
土
）

晴
天
。
漢
文
の
時
間
も
徒
然
草
の
時
間
も
予
習
が
し
て
な
か
っ
た
の
で
内
心
ビ
ク
ビ
ク
で
あ
る
。

（
日
曜
日
の
こ
と
）
梨
や
、
お
菓
子
や
落
花
生
な
ど
を
楽
し
い
火
鉢
の
あ
る
室
で
愛
嬌
の
あ
る
義
雄
さ
ん
を

囲
ん
で
食
べ
た
。

今
日
は
、
青
木
へ
遊
び
に
行
っ
た
。
雨
が
降
り
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
傘
を
有
っ
て
出
掛
け
た
。
本
郷
三

丁
目
で
乗
り
換
え
る
と
き
に
車
掌
台
へ
傘
を
忘
れ
て
下
り
た
。
少
し
た
っ
て
何
だ
か
手
が
軽
い
と
思
っ
た

ら
傘
が
な
い
。
そ
れ
で
急
い
で
そ
の
電
車
を
追
い
か
け
た
。
中
々
早
い
の
と
、
僕
の
和
服
な
の
で
中
々
追

い
つ
か
な
い
。
次
の
区
役
所
前
で
危
く
と
ら
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
息
が
絶
え
そ
う
で
あ
っ
た
。

吉
原
へ
用
を
た
し
て
青
木
へ
行
っ
た
。
実
さ
ん
も
、
四
郎
さ
ん
も
、
泰
ち
ゃ
ん
も
居
ら
れ
た
。
球
投
げ

を
二
時
間
半
程
し
た
。
夕
食
は
う
ま
か
っ
た
。
９
時
頃
ま
で
遊
ん
で
帰
っ
た
。
母
が
、
左
の
目
に
光
が
指

す
と
脳
が
い
た
く
な
る
と
い
わ
れ
て
静
か
に
帰
っ
た
。
家
へ
着
い
て
す
ぐ
に
休
ま
れ
た
。

今
度
は
青
木
へ
傘
を
忘
れ
て
来
た
。
僕
が
帰
っ
て
か
ら
後
で
兄
が
帰
っ
て
来
ら
れ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
５
日
（
日
）

晴
天
。少
し
寒
し
。朝
、母
は
癒
っ
て
居
ら
れ
た
。疲
労
か
ら
来
た
も
の
で
あ
っ
た
。今
日
は
、昨
日
兄
に
買
っ

て
い
た
だ
い
た
英
語
の
本
、Stories Roland 

を
少
し
読
ん
だ
。
カ
ロ
ロ
五
世
の
こ
と
も
書
い
て
あ
っ
た
。

土
曜
の
日
記
の
始
め
の
部
分
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
今
日
の
こ
と
。
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〇〇
１
９
１
９
年
10
月
６
日
（
月
）

雨
天
。
雨
が
降
る
と
仲
々
寒
い
。〔
義
雄
さ
ん（
姉
富
士
子
の
赤
ち
ゃ
ん
）の
匍
匐
し
て
い
る
姿
の
ス
ケ
ッ
チ
有
り
〕

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
７
日
（
火
）

雨
天
。
４
年
乙
級
の
半
数
の
も
の
は
先
生
に
対
し
て
生な
ま
い
き生

な
考
を
も
っ
て
居
る
の
で
甚
だ
遺
憾
に
思
う
。

彼
等
は
先
生
（
宮
下
先
生
）
を
徹
頭
徹
尾
罵の
の
しる

。
宮
下
先
生
も
、
た
し
か
に
無
理
な
所
が
あ
る
が
我
々
生
徒

は
も
う
少
し
温
順
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
生
の
お
話
を
何
と
思
っ
て
聞
い
て
居
る
の
か
。
己
れ
を

忘
れ
て
言
わ
れ
る
こ
と
に
公
平
に
聞
か
な
い
で
、
な
に
を
言
わ
れ
よ
う
と
、
け
な
し
て
し
ま
う
。
満
て
る

器
に
水
を
く
む
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
８
日
（
水
）

雨
天
。
今
日
は
十
五
夜
。
澄
み
渡
っ
た
空
に
満
月
皎
々
と
輝
い
て
屋
根
銀
色
を
呈
す
。
昨
日
、
西
比
利

亜
の
兄
さ
ん
の
所
へ
御
手
紙
を
出
し
た
。
昨
日
、
仙
台
の
伯
母
さ
ん
か
ら
又
梨
と
栗
を
い
た
だ
い
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
９
日
（
木
）

晴
天
（
快
晴
）。
古
川
先
生
が
御
体
が
思
わ
し
く
な
い
の
で
今
学
期
中
御
休
み
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
う

か
が
っ
た
。
そ
の
間
だ
け
美
濃
先
生
が
代
数
を
担
っ
て
く
だ
さ
る
様
に
な
っ
た
。
何
処
の
学
校
の
先
生
だ

か
わ
か
ら
な
い
。
作
文
（
英
語
）
の
宿
題
が
二
章
相
変
わ
ら
ず
出
た
。
佐
藤
先
生
の
所
謂
英
訳
文
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
10
日
（
金
）

快
晴
。
昨
夜
は
８
時
頃
、
白
鳥
（Cygnus

）
を
天
の
真
中
に
坐
え
、M

ilky W
ay

北
東
に
架
し
て
、
カ
シ

オ
ペ
ア
、
鷲
、
何
れ
も
そ
の
上
に
ち
り
ば
ん
で
煇
々
と
し
て
居
た
。

今
朝
は
全
く
の
小
春
日
和
で
あ
っ
た
。
兵
式
体
操
は
皆
が
共
同
一
致
し
て
真
面
目
に
や
っ
た
の
で
20
分

程
早
く
後
え
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
11
日
（
土
）

晴
天
。
幾
何
も
代
数
も
な
ん
だ
か
面
白
く
な
い
。
山
内
先
生
が
５
年
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
れ
た
ら
よ
か
っ

た
の
だ
が
な
ぁ
と
つ
く
づ
く
思
う
。
土
曜
日
は
学
校
の
科
目
上
よ
り
見
る
と
あ
ま
り
よ
い
日
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
三
時
間
目
あ
た
り
か
ら
脳
が
痛
く
な
り
だ
し
た
が
、
通
し
て
し
ま
っ
た
。
帰
宅
し
て
昼
食
を
す

ま
せ
て
、
す
ぐ
に
寝
た
。
夜
に
は
よ
い
加
減
な
お
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
12
日
（
日
）

晴
天
。暖
し
。風
邪
気
も
す
こ
し
あ
っ
た
の
で
、冬
シ
ャ
ツ
を
出
し
て
二
枚
着
た
。少
し
頭
が
痛
か
っ
た
が
、

午
後
か
ら
あ
る
学
習
院
対
の
野
球
戦
に
行
っ
た
。
１
時
20
分
に
学
習
院
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
着
い
た
。
フ
リ
ー
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バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
居
た
。
両
方
と
も
シ
ョ
ー
ト
は
下
手
だ
。
２
時
過
ぐ
る
こ
と
少
許
。
試
合
の
幕

は
開
か
れ
た
。
附
属
の
先
攻
。

捕
手
（
主
将
）
森
田
（
５
年
）、
投
手
森
（
４
年
）、
一
塁
手
窪
田
（
４
年
）、
二
塁
手
樋
口
（
３
年
）、
三
塁

手
福
田
（
３
年
）、
遊
撃
手
佐
藤
（
５
年
）、
左
翼
手
河
野
（
３
年
）、
中
堅
手
高
田
（
３
年
）、
右
翼
手
伊
藤
（
３

年
）。１

回
は
無
為
。
併
し
学
習
院
はKnow

ダ
ン
で
、
２runner

で
仲
々
優
勢
で
あ
っ
た
が
森
田
よ
く
受
け
、

森
よ
く
投
げ
て
無
事
に
す
む
。
２
回
目
に
附
属
は Second Third

に Runner

を
出
し
て
、O

ne

ダ
ン
な

る
と
き
樋
口
よ
い Bound

を Third 
の
方
に
こ
ろ
こ
ろ
と
転
じ
て
、
森
田
生
還
そ
の
時
、
敵
のCatcher

は
マ
ゴ
マ
ゴ
し
て Pitcher

が
投
げ
た
が
す
こ
し
高
球
で
あ
っ
た
の
で
、
す
べ
り
こ
み
に
奇
麗
や
ら
れ
て
し

く
じ
り
、
ゴ
ロ
を
転
し
た
樋
口
は Catcher
の First

へ
投
げ
た
球
の
わ
る
い
た
め First 

は
ず
し
、
樋
口

はSafe

。
そ
の
間
に
伊
藤
（
二
塁
に
居
た
も
の
）
が
ま
さ
に
ホ
ー
ム
へ
入
ら
ん
と
走
っ
て
居
た
。 First

は
あ

わ
て
て
捕
手
に
投
げ
て
高
球
と
ど
か
ず
、 Hom

e In
。
そ
れ
で
樋
口
は
二
塁
に
進
む
。
時
に
学
習
院
の
応
援

者
、声
な
し
。
附
属
活
気
に
満
つ
。
次
のButter

三
振
。
次
に
高
田（
一
番
）三
塁
打
、Left O

ver

樋
口
、楽
々

と
生
還
。２
回
目
３
点
入
る
。次
のButter

河
野
三
振
。お
し
く
も
高
田
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
森
の
三
塁
打
に
よ
り
て
１
点
、
又
何
か
で
１
点
を
得
。
三
塁
打
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
の
が
２
本

程
ま
だ
あ
っ
た
。
し
か
し
敵
の
中
堅
よ
く
バ
ッ
ク
し
て
捕
え
、
機
を
逸
す
。
敵
はLeft O

ver 

の
三
塁
打
に

よ
り
て
、
１
点
を
し
め
そ
れ
き
り
な
り
き
。
我
が
軍
に
て
は
右
翼
の
伊
藤
失
策
や
や
多
し
。
又
遊
撃
手
も
。

高
田
、
樋
口
、
河
野
は
う
ま
か
っ
た
。
森
田
は
捕
手
の
上
に
上
が
る
。
フ
ァ
ー
ル
は
悉
く
こ
れ
を
と
っ
て
、

勝
負
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
あ
り
き
。
一
度
こ
れ
に
よ
り
て
危
機
を
脱
せ
る
こ
と
あ
り
。
５
対
１
に
て
凱
旋

を
奏
し
て
帰
る
。

頭
が
少
し
い
た
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ
寝
て
、
何
に
も
勉
強
を
し
な
か
っ
た
。
約
11
時
間
の
熟
睡
を
す
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
13
日
（
月
）

晴
天
、時
々
雨
降
る
。
西
洋
史
の
進
み
か
た
が
ま
る
で
早
く
、斎
藤
先
生
に
は（
講
義
の
面
白
さ
）及
ば
な
い
。

こ
の
分
で
は
４
年
の
中
に
す
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。物
理
は
か
な
り
面
白
い
。英
語
の
試
験
が
延
び
た
。

夕
飯
を
食
べ
て
居
る
と
き
、
郵
便
が
来
た
。
西
比
利
亜
か
ら
し
ば
ら
く
こ
な
い
の
で
、
今
日
の
こ
そ
は
そ

う
だ
ろ
う
と
思
っ
て
待
っ
て
居
た
。
案
の
上
そ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
御
葉
書
は
９
月
23
日
に
ア
レ
キ
セ
ー
ク
ス
ク
を
出
て
居
る
。
20
日
間
も
立
っ
て
や
っ
と
今
日
着
い

た
。
左
の
如
く
で
あ
る
。
葉
書
の
か
た
も
字
も
大
概
ま
ね
て
書
い
た
。
絵
も
色
も
。
風
邪
は
大
抵
な
お
っ
た
。

〔
註
：
葉
書
は
ま
る
で
コ
ピ
ー
機
で
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
で
も
し
た
か
の
よ
う
に
精
密
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
絵
に
は
大
砲

を
据
え
て
い
る
兵
士
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
〕

（
10
時
半
）
今
晩
は
非
常
な
濃
霧
で
５
間
許
り
向
こ
う
の
電
灯
す
ら
、
そ
の
光
朦
朧
と
し
て
、
鳥ち
ょ
っ
と渡
、
名

画
家
で
も
映
せ
な
い
に
ち
が
い
な
い
。
木
の
膜
も
加
減
、
空
の
息
の
つ
ま
る
様
な
濃
の
具
合
。
こ
ん
な
東

京
み
た
い
な
平
地
に
こ
ん
な
す
ご
い
濃
霧
が
く
る
か
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。
電
灯
（
室
の
）
の
光
に
細
い
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霧
つ
ぶ
が
ご
く
ご
く
静
か
に
動
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
四
囲
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、益
々
静
寂
の
度
を
増
す
。

（
郵
便
は
が
き
、
陸
軍
大
臣
官
房
）

　

大
日
本
東
京
市
小
石
川
区
同
心
町
18

　
　
　

小
池
光
子
様

　
　

23
日
、
於
ア
レ
キ
セ
ー
フ
ス
ク　

龍
二

　
「
19
日
午
前
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
発
21
日
正
午
、
160
～
170
里
の
汽
車
行
を
終
え
て
当
ア
レ
キ
セ
ー
フ
ス
ク

に
到
着
仕
り
候
。
毎
夜
は
停
車
場
に
停
止
、
例
の
貨
車
内
に
夜
を
徹
し
寒
気
の
身
に
迫
る
を
覚
え
申

し
候
。
霜
は
既
に
４
、５
日
前
よ
り
降
り
居
り
候
え
ど
も
日
中
は
非
常
に
暖
か
に
御
座
候
。
当
地
日
本

軍
兵
営
は
丘
陵
に
在
り
て
眼
下
に
ゼ
ー
ヤ
川
を
睥
下
し
其
の
彼
方
は
果
て
な
き
野
原
に
て
御
座
候
。

概
し
て
東
南
方
は
沃
野
に
し
て
物
資
豊
富
な
る
噂
に
御
座
候
。
過
激
派
は
真
に
盗
賊
的
に
し
て
之
れ

を
征
服
せ
ん
と
す
る
日
本
軍
の
苦
痛
甚
大
の
様
に
御
座
候
。
彼
等
の
連
絡
は
仲
々
上
等
に
て
討
伐
に

出
で
て
も
遭
遇
す
る
事
は
稀
の
由
。
其
れ
に
も
関
わ
ら
ず
平
素
は
日
本
軍
の
目
を
忍
び
て
壮
丁
を
拉

し
去
り
被
服
糧
食
の
奪
掠
、
鉄
道
の
破
壊
、
斥
候
の
邀
撃
等
絶
え
間
も
な
き
様
に
て
哈
府
方
面
は
大

分
趣
を
異
に
し
居
り
ロ
シ
ア
農
民
の
不
幸
憐
然
と
申
す
が
殊
に
惨
憺
た
る
も
の
に
て
其
れ
に
つ
け
て

も
日
本
民
族
の
大
幸
福
一
に
御
稜
威
の
然
ら
し
む
る
事
と
存
す
る
の
他
無
候
。
又
ロ
シ
ア
軍
人
と
し

て
も
他
人
殊
に
10
年
前
の
怨
敵
と
手
を
と
り
自
国
人
と
兵
を
交
う
に
至
り
て
は
断
腸
の
思
あ
る
へ
と

し
存
し
候
。
乍
然
彼
等
の
暢
気
な
る
有
様
を
見
て
は
亡
国
を
思
わ
し
む
る
の
み
に
て
最
早
支
那
人
と

選
ぶ
な
き
か
の
如
く
に
存
せ
ら
れ
候
。
目
下
未
だ
に
中
隊
附
を
命
せ
ら
れ
ず
連
隊
本
部
に
在
り
て
一

般
の
情
況
を
聞
き
居
る
の
み
に
御
座
候
。
先
は
近
況
御
報
知
ま
で
身
体
は
頗
る
頑
健
に
御
座
候
間
何

卒
御
休
心
下
さ
い
。
10
月
の
追
送
に
は
空
気
枕
を
御
願
申
上
候
。
匆
々
。」

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
14
日
（
火
）

晴
天
。
近
頃
は
ベ
イ
ス
の
試
験
に
大
抵
勝
っ
て
い
る
。
丁
度
９
人
居
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
15
日
（
水
）

晴
天
。
３
年
生
が
昨
日
か
ら
旅
学
旅
行
に
出
掛
け
て
運
動
場
が
少
し
生
々
し
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
16
日
（
木
）

晴
天
（
快
晴
）。
２
年
生
が
旅
行
に
出
掛
け
て
尚
さ
っ
ぱ
り
し
た
。
の
ん
び
り
と
ベ
ー
ス
が
出
来
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
17
日
（
金
）

快
晴
。
新
嘗
祭
。
６
時
半
に
起
き
た
。
一
杯
の
御
飯
を
や
っ
と
食
べ
て
出
掛
け
た
。
同
心
町
で
電
車
に

跳
び
乗
り
伝
通
院
に
着
い
た
と
き
お
り
よ
く
も
江
戸
川
行
が
来
て
い
た
の
で
こ
れ
を
の
が
さ
じ
と
か
じ
り

つ
き
、
や
が
て
飯
田
橋
に
行
く
。
下
り
て
電
車
は
ど
う
か
と
外
堀
の
線
を
見
る
と
、
方
に
10
間
程
の
所
に



191901：18/26 「辰雄日誌 １９１９」No. ５　（２）　──１９１9 年 1 月 1 日～ 11 月７日── ﻿

制作・著作：  HP「小池辰雄文庫」 ファイル名：PDF 小池日記 -01 作成 2024/09/09 出力 2026/09/25修正 2026/09/25

１９１９年（大正 8 年）〔15 歳〕

赤
坂
見
附
行
が
動
き
だ
す
所
で
あ
っ
た
。
走
ろ
う
と
す
る
や
否
や
、
電
車
は
動
き
出
し
た
。
こ
れ
ぞ
逸
す

べ
か
ら
ず
と
、
全
速
力
で
追
い
か
け
た
。
運
転
手
は
、
ば
か
に
早
く
ス
ピ
ー
ド
を
か
け
た
の
で
鳥ち
ょ
っ
と渡

間
に

合
わ
な
い
か
と
も
思
っ
た
が
（
ほ
ん
の
一
閃
）
併
し
更
に
こ
っ
ち
も
馬
力
を
か
け
た
。
や
っ
と
追
い
つ
い
て

飛
び
の
っ
た
。
腰
を
下
ろ
す
。
胸
が
非
常
に
お
ど
っ
て
い
る
。
市
ヶ
谷
の
辺
で
堀
君
が
乗
っ
た
。
赤
坂
見

附
で
納
富
君
に
逢
う
。
８
時
に
な
ら
ぬ
中
に
渋
谷
の
玉
川
電
車
の
終
点
に
着
い
た
。

三
軒
茶
屋
ま
で
の
切
符
を
買
っ
た
。
三
軒
茶
屋
に
て
下
車
。
永
井
清
君
と
共
に
歩
い
て
、
玉
川
の
終
点

に
向
か
っ
て
歩
み
を
続
け
た
。
思
っ
た
よ
り
も
道
程
が
あ
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、
鳥
渡
へ
ば
っ
た
。
色
々

の
話
を
し
て
し
ば
ら
く
は
機
械
的
に
足
を
運
ば
せ
た
。
駒
沢
の
少
し
手
前
で
、
第
一
等
に
走
っ
て
来
た
中

島
、
早
瀬
川
の
両
５
年
生
に
会
っ
た
。
次
に
５
年
の
木
村
が
き
た
。
渋
沢
、
渋
谷
、
斎
藤
、
中
島
、
天
野
、

広
井
先
生
、
中
島
（
４
甲
）、
内
藤
先
生
、
松
村
先
生
等
、
相
続
い
て
走
っ
て
来
ら
れ
る
。
広
瀬
、
上
村
、

五
十
嵐
、
坪
井
等
。
広
瀬
は
中
島
（
４
乙
）
の
次
、
随
分
早
い
方
で
あ
っ
た
。

何
れ
も
歓
迎
の
辞
を
あ
た
え
た
。
第
一
決
勝
点
へ
や
っ
と
つ
い
た
。
甲
級
の
堀
が
来
た
。
坂
の
上
ま
で

歩
い
て
行
っ
た
。
山
本
が
走
っ
て
来
る
の
が
見
え
た
の
で
、
堀
は
そ
こ
か
ら
走
り
だ
し
た
。
元
気
回
復
し

た
と
見
え
て
随
分
早
く
駆
け
下
り
た
。
や
が
て
最
後
の
決
勝
点
ま
で
歩
き
つ
い
た
。

皆
（
決
勝
点
に
居
た
２
、３
名
）
が
初
め
か
ら
歩
い
た
の
か
と
聞
い
た
か
ら
、
う
ん
と
笑
い
な
が
ら
答
え
た
。

向
こ
う
で
は
本
気
に
し
た
と
み
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
す
ん
だ
。
今
ま
で
３
年
ま
で
し
て
来

た
競
争
は
春
、
稲
が
青
い
と
き
で
あ
っ
た
。
今
度
初
め
て
稲
の
黄
色
く
実
っ
た
秋
に
や
っ
た
の
で
あ
る
。

小
春
日
和
で
あ
っ
た
。
ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
く
、
東
京
の
空
と
ち
が
う
心
地
が
す
る
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
も

四
囲
の
景
色
、
空
気
の
美
し
く
、
高
潔
な
た
め
で
あ
ろ
う
。
急
に
肺
の
ご
み
が
と
ら
れ
目
の
塵
が
は
ら
わ

れ
た
様
な
気
持
。
一
方
に
は
奇
麗
な
玉
川
の
急
流
が
流
れ
て
い
る
。
砂
の
上
で
２
、３
名
の
も
の
と
日
な
た

ぼ
っ
こ
を
し
た
。
そ
の
内
に
稲
葉
先
生
の
御
講
話
が
あ
っ
た
。

正
午
、
昼
食
を
す
ま
せ
て
、
す
ぐ
に
電
車
に
乗
っ
て
、
渋
谷
に
着
く
。
赤
坂
見
附
乗
り
か
え
、
水
道
橋

乗
り
か
え
、
白
山
乗
り
か
え
、
一
高
前
下
車
。
小
出
と
一
緒
に
一
高
対
満
州
の
仕
合
を
見
に
行
く
。
裏
門

の
隘せ
ま
い
口
か
ら
大
勢
の
看
衆
が
競
っ
て
入
ろ
う
と
す
る
か
ら
推
さ
れ
る
こ
と
大
変
で
あ
る
。
僕
も
随
分
推

さ
れ
て
、
息
が
出
来
な
く
な
り
そ
う
に
な
っ
た
。
右
翼
の
後
で
見
た
。
こ
の
日
は
三
高
と
の
時
の
様
に
人

波
は
出
な
か
っ
た
が
、
観
衆
二
万
人
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
僕
等
は
割
合
に
よ
い
所
で
見
た
。
前
の

方
で
後
の
人
々
の
た
め
に
坐
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
高
の
メ
ン
バ
ー
は
今
春
と
殆
ど
同
じ
で
、

投
手
は
内
村
、
笹
川
が
右
翼
、
三
塁
だ
け
は
新
し
い
重
成
で
あ
っ
た
。
４
Ａ
対
１
で
一
高
は
敗
を
蒙
っ
た
。

敗
因
は
２
回
目
に
木
内
が
三
塁
打
を
打
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
点
し
か
入
れ
な
か
っ
た
。
打
っ
た
木

内
は
殺
さ
れ
る
と
い
う
有
様
。
木
内
の
次
の
バ
ッ
タ
ー
が
中
堅
卜
、
前
の
方
に
ラ
イ
ナ
ー
、
大
門
よ
く
こ

れ
を
う
け
、一
度
ど
ん
ぐ
り
か
え
し
を
し
て
、三
塁
に
よ
い
球
を
な
げ
木
内
さ
さ
る
。
木
内
は
そ
の
球
は
ヒ
ッ

ト
だ
と
思
っ
て
出
た
の
で
あ
る
。
こ
の
好
機
に
も
う
少
し
入
れ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

又
、
満
州
が
一
度
に
４
点
を
得
た
と
き
は
か
ら
で
あ
っ
た
。
鳥
渡
よ
い
ヒ
ッ
ト
で
一
塁
を
得
、
内
村
の

４
球
に
出
で
一
方
は
二
塁
を
陥
れ
、
又
４
球
で
出
で
無
死
満
塁
。
木
内
、
内
村
の
少
し
高
き
球
を
の
が
し
、
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一
人
生
還
。
次
の
は
内
村
に
ひ
ぬ
た
れ
て
ピ
ー
ゴ
ロ
、重
成
こ
れ
を
あ
わ
て
て
ホ
ー
ム
に
抛
っ
て
球
わ
る
く
、

生
還
又
も
や
重
成
ホ
ー
ム
へ
投
げ
、
１
バ
ン
ウ
ド
、
木
内
の
が
し
て
生
還
。
こ
ん
な
こ
と
で
バ
ッ
タ
ー
は

こ
と
ご
と
く
セ
ー
フ
、
も
う
一
人
生
還
す
。
次
に
ピ
ー
ゴ
ロ
、
内
村
の
所
へ
行
く
。
三
塁
の
ラ
ン
ナ
ー
を

牽
制
し
て
、
一
塁
に
投
げ
ア
ウ
ト
と
な
る
。
次
に
二
人
、
内
村
見
事
に
イ
ン
ド
ロ
で
ひ
ね
っ
て
三
振
。
後

両
軍
、
得
点
な
し
。
敗
因
は
こ
ん
な
も
の
で
あ
る
。
歩
い
て
帰
っ
た
。
内
ヶ
崎
、
森
に
遭
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
18
日
（
土
）

晴
天
。
暖
し
。
昨
日
、新
嘗
祭
に
長
距
離
競
争
が
あ
っ
た
か
ら
、今
日
は
休
み
で
あ
る
。
一
日
家
に
居
た
。

夕
方
、
郵
便
飛
行
機
の
空
を
疾
翔
す
る
の
を
見
た
。
全
く
早
い
。
夕
方
、
ア
レ
キ
セ
ー
フ
ス
ク
、
ゴ
ロ
ダ

守
備
隊
を
10
月
３
日
夜
に
出
た
御
手
紙
が
つ
い
た
（
兄
よ
り
）。

　
「
前
略
。
少
し
く
御
無
沙
汰
致
し
候
。
近
況
申
上
べ
く
候
。
去
月
22
日
午
後
、
当
ア
レ
キ
セ
ー
フ
ス

ク
到
着
、
26
日
ま
で
は
連
隊
本
部
に
在
っ
て
一
般
の
情
況
を
知
る
べ
く
副
官
、
旗
手
の
傍
に
つ
き
居

り
申
し
候
。
27
日
第
７
中
隊
小
隊
長
を
命
せ
ら
れ
同
中
隊
も
当
市
に
在
る
為
、
爾
来
当
市
に
起
居
致

し
居
り
候
。
他
の
見
習
士
官
は
中
隊
が
異
な
る
為
他
所
に
出
発
致
し
同
期
生
は
遂
に
一
人
も
居
ら
ぬ

様
に
相
成
り
候
。
ア
レ
キ
セ
ー
フ
ス
ク
市
の
概
況
、
欧
州
戦
争
以
前
に
於
て
ロ
シ
ア
は
当
市
を
以
て

西
比
利
亜
の
重
鎮
と
し
、
支
那
国
境
に
近
づ
き
ブ
ラ
ゴ
ウ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
は
兵
備
上
不
利
な
る
を

以
て
、其
の
繁
栄
を
当
市
に
移
さ
ん
と
し
、大
規
模
に
市
街
を
計
画
し
始
め
た
る
が
１
９
１
２
年
に
候
。

不
幸
に
し
て
程
な
く
大
戦
の
為
、
此
の
計
画
も
中
止
と
な
り
今
日
に
至
り
候
。
為
に
人
口
１
万
、
道

路
の
巾
は
頗
る
大
（
広
き
所
40
米
位
、
普
通
の
所
10
米
前
後
）
な
れ
ど
も
家
屋
疎
散
、
市
街
中
に
白
樺
の

木
、
草
地
等
至
る
所
に
有
之
候
。
市
は
セ
ー
ヤ
川
に
沿
う
。
平
地
に
あ
る
部
と
丘
陵
上
に
位
す
る
部

と
の
二
部
に
分
か
れ
守
備
隊
は
後
者
に
在
り
。
ゴ
ロ
ダ
と
申
し
候
。
ゴ
ロ
ダ
に
は
活
動
写
真
館
の
貧

弱
な
る
が
一
つ
有
る
の
み
。
他
に
賑
や
か
な
所
は
無
く
、
日
暮
と
共
に
道
通
う
人
も
居
ら
ず
、
犬
の

み
吠
え
居
り
淋
し
く
候
。
産
業
等
是
れ
と
申
す
も
の
無
く
壮
丁
は
徴
兵
の
為
少
な
く
下
等
社
会
の
者

は
辻
馬
車
を
営
業
と
し
、
一
般
に
牛
、
が
ち
ょ
う
、
豚
を
飼
い
居
り
、
昼
間
は
人
と
同
様
道
を
う
ね

り
居
り
候
。
市
民
は
靴
を
節
約
す
る
た
め
暖
か
き
間
は
裸
足
に
て
服
装
も
み
す
ぼ
ら
し
く
候
。
風
俗

概
し
て
質
朴
、
欧
露
よ
り
移
住
せ
る
者
多
く
候
。
仏
語
を
解
す
る
者
少
な
く
、
女
学
校
に
て
教
え
居

り
候
。
中
隊
の
現
況
詳
し
き
事
は
例
の
軍
機
上
と
相
成
り
申
さ
ぬ
事
と
相
成
り
居
り
候
も
兵
卒
は
勤

務
（
歩
哨
巡
察
等
）
に
多
忙
に
て
一
週
間
の
中
、
完
全
な
る
一
夜
を
寝
室
に
て
過
ご
す
事
は
１
、２
回

に
候
。
入
浴
も
２
、３
回
位
に
候
他
は
他
所
に
勤
め
居
り
実
に
内
地
に
て
知
ら
ぬ
苦
労
を
致
し
居
り
候
。

中
隊
全
員
は
百
名
以
上
に
候
も
、
い
ざ
敵
襲
と
申
す
時
留
守
番
の
兵
は
僅
か
20
名
前
後
に
候
。
殊
に

心
細
き
次
第
に
し
て
兵
舎
は
在
来
の
民
家
を
家
賃
を
出
し
て
併
用
し
周
囲
に
散
兵
壕
、
簡
単
な
る
鉄

条
網
を
繞め
ぐ

ら
し
居
り
候
。
各
営
の
為
薪
は
山
程
に
集
め
、
窓
は
二
重
張
、
便
所
の
板
壁
も
二
重
張
、

準
備
怠
り
な
く
候
。
中
隊
に
は
鹿
２
頭
、
犬
５
、６
頭
、
猫
、
馬
等
を
飼
い
慰
み
も
の
と
致
し
居
り
候
。

食
物
は
牛
肉
内
地
よ
く
来
し
て
乾
、
瓢
、
土
地
の
印
、
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
、
馬
鈴
薯
等
に
て
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魚
は
殆
ど
絶
無
に
候
。
砂
糖
少
な
く
。
醤
油
は
エ
キ
ス
を
使
用
。
炊
飯
は
兵
卒
に
候
え
は
原
料
は
よ

く
と
も
其
れ
相
応
に
味
が
出
ず
三
度
共
千
偏
一
律
煮
物
と
吸
物
の
中
間
の
様
な
も
の
ば
か
り
作
り
居

り
候
。
気
候
、
例
の
大
陸
的
に
て
１
時
頃
は
70
度
位
〔
摂
氏
21
度
〕
に
候
も
夜
は
11
月
の
末
12
月
の
始

位
に
候
。
乾
燥
し
居
り
気
持
よ
く
候
。
風
は
未
だ
吹
か
ず
、既
に
何
処
も
赤
褐
色
に
し
て
青
色
は
な
く
、

白
樺
の
白
い
の
が
殊
更
に
目
立
ち
申
し
候
。
私
は
陣
地
構
築
に
関
係
し
側
面
、
距
離
測
定
、
工
事
等

を
目
下
致
し
居
り
候
。
頑
強
に
候
間
何
卒
御
休
心
被
度
候
。
一
昨
日
は
外
索
兵
に
服
務
中
過
軍
襲
撃

の
為
木
橋
を
焼
か
れ
居
る
の
を
遠
望
し
残
念
至
極
に
候
い
き
。
先
は
近
況
御
報
知
ま
で
。

　

親
類
の
方
に
も
御
序
で
の
節
宜
し
く
。
手
紙
を
認
め
る
の
も
頗
る
お
っ
く
う
に
候
。

	
	

10
月
３
日
夜　

ア
レ
キ
セ
ー
フ
ス
ク　

ゴ
ロ
ダ
守
備
隊　
　

龍
二

	
	

御
母
上
様　
　
　
　
　
　

膝
下

　

出
征
の
写
真
有
之
候
わ
ば
一
葉
御
送
り
被
く
だ
さ
れ
た
く
そ
う
ろ
う

下
度
候
。
又
近
、
歩
、
三
、
見
習
士
官
世
良
田
勇
と

云
う
人
に
も
一
枚
御
送
り
被
く
だ
さ
れ
た
く

下
度
在
校
間
の
学
友
に
候
。
吉
彌
さ
ん
に
ロ
シ
ア
語
の
本
御
願
致
し
置

き
候
間
代
価
を
御
願
い
申
上
候
。
追
送
品
に
は
別
に
是
れ
と
申
す
も
の
も
無
之
候
え
ど
も
、
海
苔
、

鯛
味
噌
、
デ
ン
ブ
、
海
賊
等
、
頗
る
有
力
に
候
い
き
。
当
地
菓
子
は
脂
肪
分
が
多
く
日
本
人
に
向
か

ず
候
。」

と
書
い
て
あ
っ
た
。
面
白
く
拝
見
し
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
19
日
（
日
）

晴
天
。
今
日
も
又
休
み
の
日
で
あ
る
。
実
に
気
が
の
ん
び
り
し
た
。
朝
起
き
た
の
が
余
り
早
く
な
か
っ

た
の
で
、
机
の
引
出
を
整
頓
し
た
り
、
本
た
て
を
整
頓
し
た
り
し
て
、
す
こ
し
余
計
な
こ
と
を
さ
し
て
い

た
ら
昼
に
な
っ
た
。午
後
か
ら
も
こ
れ
と
云
う
様
な
こ
と
な
く
て
す
ん
で
し
ま
っ
た
。義
雄
さ
ん
が
居
る
と
、

全
く
時
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
か
ら
か
っ
た
り
し
て
、
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
中
に
、
や
が
て
日
曜
も
す
ん
で

し
ま
っ
た
。
全
く
時
の
推
移
は
早
い
。

正
午
に
な
っ
て
暖
か
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
中
に
、１
時
が
来
る
。暖
か
み
は
な
お
ま
す
。２
時
が
く
る
。

３
時
が
く
る
。日
光
が
よ
わ
く
な
る
。１
時
間
１
時
間
は
す
ぐ
た
っ
て
、４
時
、５
時
。５
時
と
な
る
と
早
暗
い
。

日
が
短
く
な
っ
た
。
６
時
に
は
電
灯
に
よ
ら
ざ
れ
ば
何
事
も
出
来
ぬ
。

日
が
立
つ
の
が
早
く
、
週
が
送
ら
れ
て
行
く
の
も
早
い
。
月
が
去
っ
て
行
く
の
も
早
い
。
も
う
す
ぐ
に

11
月
に
な
る
。
だ
か
ら
、
う
か
う
か
し
て
い
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
気
を
引
き
し
め
頭
を

善
用
せ
よ
。
時
間
を
善
用
せ
よ
で
あ
る
。
併
し
僕
の
様
な
も
の
に
は
、
識
ら
ず
知
ら
ず
の
中
に
、
こ
ん
な

こ
と
が
頭
か
ら
抜
け
て
行
く
こ
と
が
絶
え
な
い
。
ま
だ
、
し
ま
り
か
た
が
足
り
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
思
っ

て
も
思
っ
て
も
実
行
が
む
ず
か
し
い
の
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
20
日
（
月
）

晴
天
（
快
晴
）。
こ
の
頃
は
全
く
運
動
に
適
し
た
よ
い
気
候
で
あ
る
。
も
う
少
し
た
つ
と
寒
く
な
っ
て
、
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日
な
た
ぼ
っ
こ
が
流
行
り
だ
す
。
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
の
で
、
剣
道
は
見
学
し
た
。
顎
の
下
の
、
搔
き
こ

わ
し
は
今
日
や
っ
と
癒
っ
た
様
で
あ
る
。
何
日
悩
ま
さ
れ
た
か
、
自
由
に
前
の
如
く
様
に
な
っ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
う
れ
し
い
。
運
動
が
し
や
す
い
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
21
日
（
火
）

晴
天
。
学
校
か
ら
か
え
る
と
、
腹
が
へ
っ
て
た
ま
ら
な
い
の
を
感
じ
る
。
お
菓
子
か
御
飯
を
食
べ
る
。

否
両
方
た
べ
た
。（
今
日
な
ど
は
）
気
持
が
よ
く
な
る
と
、
眠
く
な
る
。
僕
は
そ
の
癖
の
悪
い
こ
と
は
前
か
ら

知
っ
て
い
る
が
、
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
床
を
敷
い
て
寝
る
。
５
時
ま
で
寝
た
。
昨
日
、
し
ら
べ

て
お
い
た
の
で
、
し
ら
べ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
。
堺
先
生
の
所
へ
習
い
に
出
掛
け
た
。
５

時
45
分
に
出
た
。
合
わ
せ
一
枚
で
羽
織
な
し
で
あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
寒
か
っ
た
。
何
ん
と
い
う
見
事
な
星

の
夜
で
あ
っ
た
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
星
は
皆
高
き
遠
き
遙
か
あ
な
た
に
小
さ
き
光
と
な
っ
て
姿
を
あ
ら
わ
し

て
い
た
。
道
を
歩
く
人
よ
、
た
ま
に
は
空
を
見
詰
め
よ
。
頭
に
無
限
の
距
離
を
有
す
こ
と
を
思
っ
た
こ
と

の
あ
る
者
は
ち
ょ
っ
と
少
な
か
ろ
う
。
束
縛
が
あ
る
様
に
こ
せ
こ
せ
す
る
必
要
は
な
い
。
が
や
が
や
し
た

喧
し
い
町
の
中
で
も
上
に
は
大
な
る
自
然
が
あ
る
。
気
を
の
ん
び
り
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
22
日
（
水
）

晴
天
。
漢
文
、
論
語
、
む
ず
か
し
い
。
西シ
ベ
リ
ア

比
利
亜
の
兄
さ
ん
の
処
へ
御
葉
書
を
上
げ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
23
日
（
木
）

曇
天
。
剣
道
の
大
会
が
あ
っ
た
。
紅
白
勝
負
。
出
ル
ポ
ン
を
や
っ
た
。
こ
ち
ら
は
全
体
と
し
て
人
数
が

少
な
か
っ
た
。
大
将
坪
井
は
敵
の
五
将
に
当
た
り
、
奮
戦
す
る
こ
と
５
回
、
遂
に
敵
の
大
将
ま
で
抜
き
、

一
本
一
本
勝
負
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
我
々
は
一
生
懸
命
に
な
っ
て
応
援
し
た
。
籠
中
を
見
事
に
入
れ
て

こ
ち
ら
の
勝
利
と
な
る
。
雀
躍
し
て
大
い
に
喜
び
且
つ
坪
井
を
賞
め
た
。

寝
る
前
湯
に
入
っ
た
の
で
ぐ
っ
す
り
と
眠
り
こ
ん
で
、
そ
の
た
め
す
こ
し
寝
坊
し
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
24
日
（
金
）

雨
天
。
学
校
で
喧
嘩
を
し
た
。
癪
に
さ
わ
っ
た
か
ら
。
癪
に
さ
わ
る
様
な
こ
と
を
行
っ
た
奴
の
２
、３
人

に
か
か
っ
た
。
後
で
は
仲
直
り
し
て
話
も
し
た
。
剣
道
の
三
本
勝
負
に
は
一
本
と
っ
た
が
負
け
た
。
敵
の

得
た
二
本
目
の
は
ど
う
し
て
も
僕
に
は
入
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
審
判
官
の
手
が
動
い
た
と
き
、
い
さ
さ

か
心
の
中
が
騒
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
又
癪
に
さ
わ
っ
た
が
今
度
は
し
か
た
が
な
い
。
無
言
の
中
に
怨

を
呑
ん
だ
。
運
が
わ
る
い
と
き
は
運
が
わ
る
い
も
の
で
、
今
日
は
何
だ
か
い
や
な
気
持
が
す
る
。
早
く
新

し
い
明
日
が
く
る
と
い
い
。

10
月
22
日
の
と
こ
ろ
で
落
と
し
た
こ
と
。

東
京
大
阪
間
の
郵
便
飛
行
の
成
功
し
た
日
。
佐
藤
中
尉
と
も
う
一
人
だ
れ
だ
れ
。
３
機
が
試
み
た
の
で
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あ
っ
た
が
、
２
機
無
事
大
阪
着
。
１
機
は
雲
の
た
め
に
方
向
を
誤
っ
て
和
歌
山
の
方
へ
で
た
。
こ
れ
は
日

本
で
郵
便
飛
行
が
こ
の
日
始
め
ら
れ
て
、
最
初
に
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
。
３
時
間
と
35
分
で
こ
の
間
を

飛
ん
だ
。
佐
藤
氏
第
一
着（
新
聞
に
て
見
る
）。
欧
州
～
米
国
で
は
雨
中
と
い
え
ど
も
飛
ぶ
こ
と
自
在
で
あ
る
。

ま
た
、英イ
ギ
リ
ス

吉
利
～
豪
州
間
の
懸
賞
飛
行
ま
で
あ
る
。
英
～
米
、英
～
仏
な
ど
は
勿
論
こ
れ
で
往
来
し
て
居
る
。

英
仏
な
ど
は
人
ま
で
運
ぶ
。併
し
日
本
で
今
出
来
る
様
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。当
人
は
名
誉
で
あ
る
。

す
る
ま
で
が
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
こ
に
於
て
郵
便
交
通
の
便
は
絶
頂
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
雨
日
に
も
出
来
る
と
よ
い
。
継
続
し
て
こ
れ
を
実
行
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
む
。
東
京
～
大
阪
は

こ
れ
に
よ
っ
て
接
近
さ
れ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
25
日
（
土
）

曇
天
。
今
日
は
剣
道
の
大
会
の
最
後
の
日
で
あ
る
。
外
来
選
手
と
の
三
本
勝
負
と
15
名
ず
つ
の
、
附
属

対
外
来
の
紅
白
勝
負
が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
の
先
鋒
、
４
年
の
窪
田
、
先
ず
７
人
を
切
り
斃
す
。
次
に
４
年

の
須
田
又
も
や
７
人
を
薙
ぎ
た
お
す
。
次
に
４
年
の
諸
井
、
大
将
と
交
戦
し
一
本
も
与
え
ず
し
て
、
敵
軍

の
と
ど
め
を
さ
す
。
３
人
で
15
人
に
当
た
る
勝
負
と
な
る
。
而
も
そ
の
３
人
は
４
年
の
み
で
５
年
の
も
の

12
人
は
戦
わ
ず
し
て
凱
旋
す
る
こ
と
を
得
た
。
か
か
る
仕
合
は
世
に
稀
に
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
否
、
空

前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
附
属
軍
の
如
何
に
強
固
に
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
又
、

大
将
の
如
何
に
強
き
か
を
思
い
や
ら
る
。

月
曜
に
英
語
の
試
験
な
の
で
そ
の
準
備
を
夜
遅
く
ま
で
し
た
。

兄
〔
政
美
〕
さ
ん
は
日
曜
に
学
校
の
僕
の
質
問
は
決
し
て
受
け
な
い
。
勉
強
（
学
校
）
は
毫
も
し
な
い
。

日
曜
の
午
後
か
ら
は
内
村
先
生
の
御
講
義
を
聞
き
に
聖
書
を
も
っ
て
行
か
れ
る
。
日
曜
に
そ
こ
へ
行
か
れ

る
こ
と
を
欠
か
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
ど
ん
な
用
が
あ
っ
て
も
、
人
に
誘
わ
れ
て
も
、
そ
の
方
は
止

め
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
26
日
（
日
）

晴
天
。
風
薙
ぎ
て
理
想
的
小
春
日
和
。
午
後
２
時
頃
、
青
木
の
喬
た
か
しさ

ん
が
久
し
ぶ
り
で
見
え
た
。
僕
と

姉
さ
ん
と
義
雄
さ
ん
し
か
居
な
か
っ
た
。
僕
は
す
ぐ
お
菓
子
を
買
い
に
出
掛
け
た
。
義
雄
さ
ん
は
喬
さ
ん

と
一
番
先
に
会
っ
た
の
だ
が
（
仙
台
で
）
も
う
と
っ
く
に
わ
す
れ
て
何
か
し
よ
う
と
す
る
と
泣
き
だ
す
。
４

時
半
頃
、
仙
台
の
兄
さ
ん
が
帰
っ
て
来
ら
れ
た
。
喬
さ
ん
は
お
蕎
麦
を
二
つ
食
べ
て
、
５
時
、
士
官
学
校

に
帰
ら
れ
た
。
士
官
学
校
や
幼
年
校
で
は
寧
悪
な
風
邪
が
は
や
っ
て
居
る
そ
う
で
あ
る
。

夜
10
時
頃
、
仙
台
の
兄
さ
ん
が
お
蕎
麦
を
驕お
ご

っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
因
に
僕
は
お
芋
屋
に
寄
っ
た
。
正
に

戸
を
閉
め
よ
う
と
し
て
居
る
処
で
あ
っ
た
。
太
い
の
が
２
本
、
大
き
な
篭
の
上
に
乗
せ
ら
れ
て
あ
る
の
み
。

こ
れ
が
最
後
の
２
本
で
外
に
な
い
と
云
う
。
５
銭
買
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
、
手
に
５
銭
白
銅
１
個
し
か

握
っ
て
居
な
い
。
価
７
銭
の
２
本
の
そ
の
芋
を
５
銭
に
買
っ
て
来
た
。
お
上か
み
さ
ん
は
笑
っ
て
居
た
。
売
れ

残
り
だ
か
ら
い
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
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〇〇
１
９
１
９
年
10
月
27
日
（
月
）

晴
天
、
風
な
し
。
そ
ろ
そ
ろ
臨
時
試
験
が
近
づ
い
て
来
た
。
今
日
は
英
語
の
試
験
が
あ
っ
た
。
大
体
出

来
た
様
だ
。
小
学
校
の
運
動
会
を
見
た
。
海
軍
の
大
演
習
が
館
山
沖
で
催
さ
る
。
軍
艦
日
向
の
砲
塔
爆
発

し
て
死
傷
者
30
名
程
を
出
だ
す
。
又
、
怒
濤
に
さ
ら
わ
れ
て
命
を
失
っ
た
人
も
居
た
。
此
等
の
人
は
全
く

気
の
毒
で
あ
る
。
不
運
な
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
腕
を
振
る
お
う
と
し
て
居
た
人
も
居
た
ろ
う
。
実
に

気
の
毒
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
28
日
（
火
）

雨
天
。
大
塚
線
の
レ
ー
ル
が
段
々
新
し
い
の
に
入
れ
か
え
ら
れ
て
居
る
。
今
、
清
水
谷
の
所
ま
で
来
た
。

電
車
の
前
後
の
ロ
ッ
キ
ン
グ
が
無
く
な
っ
て
、
気
持
よ
く
走
っ
て
居
る
。
今
日
は
、
艦
観
式
が
催
さ
る
。

天
皇
陛
下
の
御
召
艦
は
摂
津
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
29
日
（
水
）

曇
後
晴
。
地
理
の
時
間
。
今
日
は
印
度
、
セ
イ
ロ
ン
を
一
時
間
に
終
え
て
し
ま
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
30
日
（
木
）

晴
天
。
我
が
学
校
の
記
念
日
で
あ
る
。
講
堂
で
式
が
終
え
る
と
、
小
学
校
の
橋
の
所
で
余
興
が
あ
っ
た
。

講
談
も
あ
っ
た
。
後
、
絵
画
展
覧
会
を
見
に
行
っ
た
（
附
属
中
学
の
）。
ノ
ッ
ク
を
し
て
遊
ん
だ
。
実
に
ほ
か

ほ
か
し
た
よ
い
天
気
で
あ
っ
た
。
飛
行
機
が
（
水
田
中
尉
の
）
飛
ん
だ
。
後
で
聞
く
と
、
東
京
市
を
飛
行
上

よ
り
活
動
写
真
機
で
写
す
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
陸
上
運
動
小
会
を
少
し
見
て
帰
っ

た
。
２
時
半
で
あ
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
10
月
31
日
（
金
）

天
長
節
。
９
時
す
こ
し
前
か
ら
雨
が
降
り
出
し
た
。
式
が
す
む
と
、す
ぐ
帰
っ
た
。
広
瀬
に
入
れ
て
も
ら
っ

て
帰
っ
た
。
し
と
し
と
と
降
っ
て
や
み
そ
う
も
な
い
。
と
う
と
う
晩
ま
で
降
り
つ
づ
け
て
い
た
。
観
兵
式

は
あ
っ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
11
月
１
日
（
土
）

晴
後
雨
。
７
時
15
分
前
に
眼
が
さ
め
た
。
腹
が
痛
む
。
学
校
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
精
勤

証
の
望
が
こ
こ
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
お
昼
頃
に
は
殆
ど
痛
み
が
と
れ
て
い
た
。
大
掃
除
の
日
で
あ
る
。

い
つ
も
来
て
く
れ
る
人
の
よ
い
、
よ
く
働
く
職
人
が
来
て
掃
除
を
し
て
く
れ
た
。
ま
か
せ
き
り
で
も
少
し

の
心
配
が
な
い
。
実
に
職
人
で
こ
れ
く
ら
い
の
人
の
よ
い
の
は
先
ず
居
な
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
又
親

切
で
あ
る
。
云
う
こ
と
が
又
面
白
い
。
幸
福
な
人
で
あ
る
。

夜
に
、
米
国
の
サ
ー
ス
ト
ン
と
い
う
人
が
書
い
た
の
を
碧
川
紅
雨
と
い
う
人
の
訳
し
た
『
少
年
僧
正
』
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を
繙
い
た
。
読
む
の
は
二
度
目
で
あ
る
。
実
に
良
書
で
あ
る
。
こ
の
書
を
読
ん
で
、
あ
る
何
物
か
を
得
た
。

ち
ょ
っ
と
書
け
な
い
か
ら
や
め
る
が
、
口
に
も
ち
ょ
っ
と
言
え
な
い
が
、
心
に
は
よ
く
沁
み
込
ん
で
い
る
。

良
書
を
読
み
耽
っ
て
、
あ
る
感
に
う
た
れ
た
時
ほ
ど
、
気
持
の
よ
い
も
の
は
な
い
。
心
の
中
に
新
し
き
清

き
種
を
蒔
い
た
様
な
感
じ
が
す
る
。
こ
う
い
う
本
を
読
む
毎
に
、
我
が
友
の
、
く
だ
ら
な
い
小
説
な
ど
を

読
ん
で
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
者
に
読
ま
せ
た
い
と
思
う
。
併
し
彼
等
は
こ
う
い
う
書
を
読
む
目
が
ど
っ
か
へ

行
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
喜
ぶ
も
の
は
少
な
か
ろ
う
。
味
わ
っ
て
自
分
の
こ
と
に
引
き
く
ら
べ
て

考
え
る
も
の
は
な
お
少
な
い
。

近
頃
、
ど
う
も
学
校
の
風
気
が
軽
佻
浮
薄
に
流
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
彼
等
の
談
じ
て
笑
う
こ
と

が
禄
な
こ
と
で
な
い
。
く
だ
ら
な
い
事
や
変
な
こ
と
を
言
っ
て
笑
っ
て
い
る
。
実
に
く
だ
ら
な
い
の
に
は

あ
き
れ
る
。
一
緒
に
な
っ
て
聞
い
て
い
る
の
が
い
や
に
な
る
。
浮
薄
に
な
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
真

面
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
僕
に
は
わ
か
ら
な
い
。
戒
め
れ
ば
多
勢
を
た
の
み
に
し
て
、

く
そ
ま
じ
め
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て
や
じ
ら
れ
る
に
き
ま
っ
て
い
る
。
又
は
勢
力
の
あ
る
も
の
は
決
し
て

聞
く
に
も
し
な
い
で
け
な
し
て
し
ま
う
。
全
く
ふ
わ
ふ
わ
し
た
人
間
の
よ
り
あ
つ
ま
り
で
あ
る
。
勿
論
よ

い
人
は
居
る
。
よ
い
方
は
抑
え
ら
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
有
様
を
見
て
は
慨
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

僕
は
故
に
思
う
。
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
先
ず
ち
ゃ
ん
と
し
て
、
決
し
て
そ
の
ふ
わ
ふ
わ
な
風
に
入
ら

な
い
様
に
、
そ
ん
な
変
な
こ
と
を
思
っ
て
笑
う
よ
う
な
や
つ
の
い
う
こ
と
を
聞
い
て
笑
う
様
な
こ
と
の
な

い
様
に
し
よ
う
。
こ
れ
は
た
し
か
に
守
っ
て
行
け
る
と
思
う
。
彼
等
が
如
何
に
強
く
と
も
少
し
も
恐
れ
る

所
が
な
い
。
こ
の
頃
、
痛
切
に
思
っ
て
い
る
。
制
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
、
彼
等
を
戒
め
こ
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
僕
に
は
全
く
む
ず
か
し
い
。

良
友
に
交
わ
っ
て
ど
こ
ま
で
も
ふ
む
べ
き
道
を
通
ろ
う
。
か
ね
て
か
ら
の
所
感
。

〇〇
１
９
１
９
年
11
月
２
日
（
日
）

快
晴
。
今
日
も『
少
年
僧
正
』の
つ
づ
き
を
読
ん
だ
。
ク
リ
ス
ト
教
に
関
係
が
あ
る
。
涙
が
出
そ
う
に
な
っ

た
所
も
あ
っ
た
。
感
心
す
る
所
は
勿
論
あ
っ
た
。

関
東
―
関
西
の
野
球
戦
は
４
Ａ
対
２
で
関
東
の
勝
利
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
夕
方
、
西
比
利
亜
の

兄
さ
ん
の
所
へ
お
葉
書
を
書
い
た
。
夜
は
十
日
の
月
が
西
に
懸
か
っ
て
、
雲
は
そ
の
清
ら
か
な
光
に
掃
わ

れ
て
、
一
線
も
残
し
て
居
な
い
。
星
が
輝
々
と
輝
い
て
い
る
。
カ
シ
オ
ペ
ア
、
白
鳥
、
琴
、
ペ
ガ
ス
ス
、

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
、
ペ
ル
シ
ウ
ス
、
牡
牛
、
三
角
、
馭
者
、
オ
リ
オ
ン
等
の
星
座
を
瞭
然
と
見
届
け
た
。
義

雄
さ
ん
に
こ
の
星
と
こ
の
月
と
を
見
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
こ
の
間
の
様
に
手
を
の
ば
し
て
、
と
り
た
い
と

示
す
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
言
は
勿
論
言
え
な
い
。

就
床
11
時
半
、
す
こ
し
後
れ
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
11
月
３
日
（
月
）

代
数
は
つ
ま
ら
な
い
。
ど
ん
な
課
目
で
も
先
生
が
教
え
方
が
う
ま
け
れ
ば
面
白
く
、
よ
く
覚
え
ら
れ
る
。
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生
徒
の
成
績
の
良
否
は
ま
た
こ
の
こ
と
に
も
大
い
に
関
係
が
あ
る
。
歴
史
も
教
え
方
、
話
し
方
が
面
白
く

な
い
か
ら
、
せ
っ
か
く
の
西
洋
史
も
つ
ま
ら
な
い
で
過
ぎ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
。
齋
藤
先
生
だ
と
も
っ

と
も
っ
と
面
白
い
の
で
あ
る
。
代
数
は
古
川
先
生
の
方
が
よ
い
。
大
き
な
望
み
を
云
え
ば
２
年
の
と
き
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
山
内
先
生
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
11
月
４
日
（
火
）

雨
天
。
学
校
の
全
チ
ー
ム
の
争
覇
戦
が
昨
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
四
郎
君
の
方
が
一
番
強
い
と
み
と
め

ら
れ
て
い
る
。

〇〇
１
９
１
９
年
11
月
５
日
（
水
）

晴
天
。
軈や
が

て
秋
の
末
に
な
る
。
こ
の
頃
の
天
気
は
実
に
身
体
に
適
し
て
い
る
。
運
動
に
絶
好
で
あ
る
。

夜
の
月
も
よ
い
。
ま
こ
と
に
こ
う
い
う
よ
い
天
気
は
一
年
に
二
度
来
な
い
。
遊
べ
!!!　
遊
べ
!!!

〇〇
１
９
１
９
年
11
月
６
日
（
木
）

雨
天
。
国
語
で
『
古
今
東
西
を
包
容
せ
よ
』
の
所
が
す
ん
だ
。
日
本
人
は
独
断
的
、
総
括
的
、
感
情
的

の
癖
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
（
森
本
先
生
が
）。
一
つ
の
大
き
な
欠
点
で
あ
る
と
僕
も
思
う
。
帰
納
的
に

組
織
的
に
理
性
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
国
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
（
米
欧
に
）。

又
、
近
頃
日
本
の
学
生
は
目
前
の
利
害
に
汲
々
と
し
て
古
今
東
西
を
包
容
し
て
大
い
に
精
神
上
、
大
き

な
所
を
の
が
し
て
居
る
こ
と
も
言
わ
れ
た
。
全
く
、
心
の
堅
固
な
又
自
分
の
考
え
の
ち
ゃ
ん
と
定
ま
っ
た

人
、
又
は
人
格
の
人
が
少
な
い
。
人
格
を
非
常
に
つ
く
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
良
書
を
読
ん
だ
り
し
て
、

偉
人
の
言
行
を
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
、
心
に
最
も
で
あ
る
と
感
ず
る
本
を
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
分
で
軽
薄

に
流
れ
ぬ
様
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
勿
論
、始
終
真
面
目
で
居
ろ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
冗
談
に
し
て
も
、

そ
こ
に
本
心
を
失
っ
た
時
、
そ
の
と
き
は
軽
薄
な
る
も
の
が
自
分
を
襲
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。

友
達
と
遊
び
戯
れ
る
と
き
に
、
軽
薄
な
言
を
吐
い
た
り
、
挙
動
に
表
わ
し
た
り
す
る
様
で
は
だ
め
だ
。
人

格
は
そ
こ
か
ら
崩
れ
だ
す
。
い
つ
で
も
そ
ん
な
調
子
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
す
る
と
次
第
に
性
と
な
っ

て
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
人
間
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
ふ
わ
ふ
わ
し
た
の
は
男
児
に
は
大
禁
物
で
あ
る
。
故
に

こ
れ
は
潔
か
ろ
う
と
し
て
い
る
人
に
は
強
く
言
う
の
で
あ
る
。真
面
目
に
後
を
考
え
ろ
。後
の
言
を
考
え
ろ
。

か
る
は
ず
み
に
言
を
吐
く
な
。
気
を
つ
け
て
言
え
。
気
を
つ
け
る
こ
と
が
一
度
で
も
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の

人
は
そ
れ
だ
け
ふ
わ
ふ
わ
か
ら
遠
ざ
か
る
の
で
あ
る
。（
所
感
）

又
、
森
本
先
生
は
国
語
の
時
間
に
日
本
の
近
頃
の
物
質
的
文
明
に
は
精
神
上
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
一

西
洋
人
か
ら
聞
い
た
と
い
わ
れ
た
。
僕
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
西
洋
人
の
述
べ
た
こ
と
は
尤
も
な
こ

と
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
様
に
覚
え
て
い
る
。
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〇〇
１
９
１
９
年
11
月
７
日
（
金
）

快
晴
。
十
五
夜
。
夜
明
ご
ろ
よ
り
雲
は
一
朶
を
も
見
う
け
な
か
っ
た
。
た
だ
一
面
に
朝
靄
が
下
り
て
、

そ
れ
が
徐
々
に
上
へ
の
ぼ
っ
て
行
く
。
７
時
頃
は
早
紺
碧
の
空
は
朝
日
に
一
入
そ
の
鮮
や
か
さ
を
増
し
て

い
る
。
一
分
も
惜
し
く
思
わ
れ
る
程
な
気
持
の
よ
い
天
気
で
あ
っ
た
。

学
校
で
教
え
て
戴
い
て
い
る
中
も
、
左
の
肩
に
そ
の
あ
た
た
か
な
日
が
さ
し
て
、
次
第
何
と
も
言
い
よ

う
の
な
い
気
持
に
な
る
。
窗
外
を
見
る
運
動
場
に
は
誰
も
居
な
い
。
う
ら
ら
か
な
気
が
充
ち
充
ち
て
い
る
。

実
に
惜
し
い
気
が
し
た
。
遊
び
た
く
な
る
。
休
時
間
に
は
大
い
に
運
動
を
し
た
。
今
日
は
英
語
の
佐
藤
先

生
が
お
休
に
な
っ
て
、
漢
文
が
二
時
間
。Sweet

先
生
が
お
休
に
な
っ
て
博
物
が
二
時
間
。

兵
式
体
操
が
終
っ
て
か
ら
、
一
時
間
半
ほ
ど
遊
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
４
年
以
下
の
甲
乙
の
柔
道
の
仕
合
を

見
に
行
っ
た
。
丁
度
４
年
が
始
ま
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
副
将
の
小
林
君
が
休
ん
だ
上
に
、
上

の
方
に
休
む
人
が
あ
っ
た
の
で
、
大
い
に
勝
負
に
影
響
し
た
。
大
将
の
杉
浦
君
は
三
人
を
抜
い
て
、
四
人

目
に
引
分
け
で
あ
っ
た
。
非
常
に
へ
ば
っ
て
い
て
力
が
出
な
か
っ
た
。

十
五
夜
、
よ
い
月
夜
で
あ
っ
た
。
帰
宅
し
て
あ
ま
り
の
疲
労
に
９
時
ま
で
寝
込
ん
だ
。
10
時
ま
で
勉
強

し
て
寝
た
。

〇〇
１
９
１
９
年
11
月
８
日
（
土
）
～

〔
記
載
な
し
〕


